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機械翻訳に対する免責事項
本書は、英語で作成されたホワイト ペーパーを、機械翻訳システムにより日本語に翻訳したものであり、日本語をお使いになるお客様が英語原文を理解する上での便宜として、参考用に提供するものです。

Microsoft は和訳の正確さについて、一切保証するものではありません。また、本和訳文書の使用によって、直接または間接的に起こりうる一切の問題について、Microsoft はいかなる責任も負わないものとします。 

要約
このドキュメントでは、Intel High Definition (HD) Audio デバイス ドライバ インターフェイス (DDI) 用のプログラミング ガイドラインと、一連のリファレンス ページを示します。オーディオ ドライバとモデム ドライバは、この DDI のルーチンを呼び出し、HD Audio バス インターフェイス コントローラに接続されているハードウェア コーデックを管理します。 

Microsoft® Windows Vista™ オペレーティング システムで、Microsoft は、UAA 準拠の HD Audio コーデック用の Universal Audio Architecture (UAA) クラス ドライバと、HD Audio コントローラ用のバス ドライバの両方を提供します。HD Audio バス ドライバは、HD Audio DDI を実装します。この DDI を通じて、UAA クラス ドライバは、UAA ハードウェア要件ドキュメント (公開予定) に準拠する、1 つ以上のオーディオ コーデックと通信します。 

この情報は、下記のオペレーティング システムに適用されます。

Microsoft Windows® Vista

Microsoft Windows Server™ 2003

Microsoft Windows XP

Microsoft Windows 2000
このプレビュー情報の将来のバージョンは、Windows Driver Kit (WDK) で提供されます。このペーパーの最新バージョンは、次の WHDC オーディオ Web サイトに掲載されています。

http://www.microsoft.com/whdc/device/audio/HDAudioDDI.mspx
ここで説明しているリファレンスやリソースの一覧は、このペーパーの最後に掲載されています。
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免責事項
本書には、今後変更される可能性のある予備情報も含まれます。
本書に記載されている情報は本書の発行時点における Microsoft の見解を述べたものです。市場ニーズの変化に対応する必要があるため、本書は記載された内容の実現に関する Microsoft の確約とはみなされないものとします。また本書に記載された情報の正確さについて、保証するものではありません。

本書は情報の提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、本書について Microsoft はいかなる保証をするものでもありません。

適用される著作権法に従うことはお客様の責任です。本書の一部または全部を、電子的、機械的、複写、録音、その他いかなる手段およびいかなる形式によっても、またいかなる目的のためにも、Microsoft の書面による許可なく複製、転送、または検索システム等へ格納等することは禁じられています。ただし、これによってお客様に著作権法上認められる権利を制限するものでもありません。

Microsoft は本書に記載されている内容に対して、特許権、特許出願、商標権、著作権、またはその他の知的所有権を有する場合があります。本書は Microsoft の書面による明示的な許諾がある場合を除き、これらの特許権、商標権、著作権またはその他の知的所有権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。

別途記載のない限り、本書中に記載されたサンプルの会社名、団体名、製品名、ドメイン名、氏名、電子メール アドレス、ロゴ、人、場所、出来事等は架空のものであり、実在の会社、団体、製品、ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人、場所または出来事との関連を示唆するものではありません。

© 2005-2006 Microsoft Corporation. All rights reserved.

Microsoft、Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation およびその関連会社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
本書中で使用されている実在の会社名や製品名には、各権利者の保有する商標が含まれることがあります。
はじめに
Microsoft® Windows® オペレーティング システムの次期バージョンである Microsoft Windows Vista™ で、Microsoft は、オペレーティング システムの一部として、下記のドライバを提供します。
· Intel High Definition (HD) Audio バス インターフェイス コントローラを管理するためのバス ドライバ。
· HD Audio コントローラに接続された Universal Audio Architecture (UAA) 準拠オーディオ コーデック (複数可) を管理するための UAA クラス ドライバ。
また、Microsoft は、同様の HD Audio バス ドライバと UAA クラス ドライバを、Microsoft Windows Server™ 2003、Microsoft Windows XP、および Microsoft Windows 2000 を実行するシステム向けに開発する予定です。HD Audio コントローラのアーキテクチャについては、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。UAA の概要については、WHDC オーディオ Web サイトでホワイト ペーパー「Universal Audio Architecture」を参照してください。
HD Audio バス ドライバは、HD Audio デバイス ドライバ インターフェイス (DDI) を実装します。HD Audio DDI は、カーネル モードのオーディオ ドライバとモデム ドライバが、HD Audio コントローラに接続されたハードウェア コーデックと通信するため使用されます。HD Audio バス ドライバは、HD Audio DDI を子に公開します。子とは、コーデックを管理するオーディオ ドライバとモデム ドライバのインスタンスのことです。
Windows Server 2003、Windows XP、および Windows 2000 で動作する HD Audio バス ドライバのバージョンは、下記の 2 種類の HD Audio DDI をサポートします。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体で定義される DDI。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体で定義される DDI。この DDI は、割り込みドリブンのイベント通知のサポートを、HDAUDIO_BUS_INTERFACE で提供される基本機能に追加します。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体で定義される DDI。この DDI は、Windows Vista では使用できません。
これら 2 つの DDI の違いはわずかで、「DDI バージョン間の相違点」で説明します。
Windows Vista で、HD Audio バス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体で定義される DDI と、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体で定義される DDI の両方をサポートします。
Windows Server 2003、Windows XP、および Windows 2000 で、UAA クラス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体で定義される DDI を使用して、UAA 準拠のオーディオ コーデックを管理します。Windows Vista で、UAA クラス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体で定義された DDI を使用します。さらに、ハードウェア メーカーは、オーディオ コーデックとモデム コーデックを管理するため、これらの DDI の一方または両方を使用するカスタム デバイス ドライバを作成することもできます。
ハードウェア メーカーは、UAA ハードウェア要件ドキュメント (発行予定) に準拠するため、独自のオーディオ コーデックを設計する必要があります。メーカー提供のカスタム オーディオ ドライバがない場合、ユーザーは、システムが提供する UAA クラス ドライバによって、UAA 準拠のオーディオ コーデックを管理できます。ただし、オーディオ コーデックには、メーカーのカスタム ドライバを通じてのみアクセスできる、専用の機能が含まれている場合があります。
このドキュメントでは、HD Audio DDI の異なるバージョンのプレビューを提供します。ここで示すのは、下記の情報です。
· Intel HD Audio アーキテクチャと Microsoft UAA クラス ドライバに関する背景説明。
· HD Audio DDI の各バージョンを使用してオーディオ コーデックとモデム コーデックを制御するためのプログラミング ガイドライン。
· HD Audio DDI の 各バージョン内のルーチンを説明するテクニカル リファレンス。
背景
このセクションでは、Intel の HD Audio コントローラ アーキテクチャと Microsoft UAA オーディオ クラス ドライバに関する背景情報を示します。
Intel HD Audio アーキテクチャ
Intel High Definition Audio Specification では、Intel AC '97 コーデックとコントローラ仕様の後継として開発されている、新しいオーディオ ハードウェア アーキテクチャが説明されています。オペレーティング システムの UAA ドライバ コンポーネントは、HD Audio レジスタ セットを公開し、ハードウェア メーカーのソリューション固有のドライバなしでもシステムの内部バスに接続可能な、オーディオ ソリューションを提供できます。
HD Audio アーキテクチャは、デジタル オーディオ コントローラ用に、一意なプログラミング インターフェイスを提供します。通常、最近のオーディオ コーデックは、AC '97 業界標準に準拠しています。また、デジタル コントローラは、AC-Link と呼ばれる別の業界標準を通じて、1 つ以上の AC '97 コーデックに接続します。これらの標準は、コーデックとリンクが一貫して実装されるようにするのに役立ちますが、現在、デジタル オーディオ コントローラへのインターフェイスを定義する標準は存在しません。各メーカーはしばしば、システムに統合された AC '97 デジタル オーディオ コントローラ用の、よく似たソリューションを持っています。しかし、それぞれの AC '97 ソリューションは、大分異なっており、別個のドライバが必要となることも少なくありません。HD Audio アーキテクチャは、すべての実装において一意のベース レジスタ セットを指定することにより、ソリューション固有のドライバ要件をなくすよう設計されています。 

HD Audio アーキテクチャに準拠するバス コントローラは、次のような特長を持っています。
· コントローラ ハードウェアのバージョン情報を提供します。
· シリアル データ出力 (SDO) のライン数や直接メモリ アクセス (DMA) エンジンなど、ハードウェア構成情報を提供します。
· HD Audio Link で利用できるバス帯域幅を管理します。
· コーデックからの要請されていない応答やスリープ解除イベントを受け付けます。
· コーデック コマンドとコーデック応答を、別個のリング バッファ内のキューに入れます。
· 入力、出力、および双方向 DMA エンジンのコレクションを提供します。これらのエンジンは、scatter-gather 転送を実行し、ホスト プロセッサが介入しなくても、コーデックと、メモリ内の循環バッファの間で、データをストリーム配信できます。
図 1 は、Windows Vista での HD Audio デバイスにおける、UAA ドライバ アーキテクチャのダイアグラムです。図 1 で、"UAA オーディオ ドライバ" および "HD Audio バス ドライバ" と記されているソフトウェア コンポーネントは、Microsoft によって提供されます。"モデム ドライバ" と記されているコンポーネントは、ハードウェア メーカーによって提供されます。
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図 1. Intel HD Audio デバイスの UAA ドライバ アーキテクチャ
UAA クラス ドライバは、ドライバより上のオペレーティング システムのオーディオ スタック (図 1 には示されていません) に、ストリーム配信インターフェイスを提供します。
HD Audio バス ドライバは、HD Audio コントローラのハードウェア レジスタに直接アクセスし、UAA クラス ドライバやモデム ドライバが、DMA エンジンを管理してコマンドをコーデックに送信するのに使用する DDI を提供します。HD Audio バス ドライバは、HD Audio Link 上のオーディオ デバイスのために、すべての割り込み、プラグ アンド プレイ通知、および電源の管理イベントを処理します。
HD Audio コントローラは、コマンドとデータを HD Audio Link 上のコーデックに転送するため使用される、DMA エンジンとコマンド バッファを提供します。図 1 で "コーデック" と記されているボックスは、オーディオ コーデックまたはモデム コーデックのいずれかです。これらは、外部ジャック経由でリムーバブル周辺機器、またはモバイル PC スピーカーなどの固定内部周辺機器に接続できます。
Windows Vista で、ハードウェア デジタル シグナル プロセッサ (DSP) は、UAA クラス ドライバが提供する基本オーディオ サポートを越えるオーディオ エフェクト処理を提供できます (DSP は HD Audio コントローラと同じ物理デバイスに存在する場合があります)。ただし、DSP は、HD Audio コントローラと独立した別個のデバイスとして動作する必要があります。また、ユーザー モード システム ミキサーは、DSP からの出力ストリームに直接アクセスして、すべての出力ストリームの音量レベルや他のプロパティに対し、グローバルな制御を維持する必要があります。ハードウェア メーカーは、DSP 用のドライバを提供する必要があります。 

HD Audio アーキテクチャへの UAA 拡張機能
UAA に準拠するには、ハードウェア コントローラは、Intel High Definition Audio Specification に対する下記の変更点を実装する必要があります。
UAA デバイスは、コマンド出力リング バッファ (CORB) の 256 エントリ、および応答入力リング バッファ (RIRB) の 256 エントリをサポートする必要があります。
さらに、Intel HD Audio アーキテクチャには、UAA 準拠の HD Audio デバイスを実装するには不要な複数の機能が含まれています。オプションとして、ハードウェア メーカーは、HD Audio デバイスから下記の機能を省略でき、それでもデバイスは UAA 準拠のままです。
· DMA ポジション下位ベース アドレス (DPLBASE) レジスタと、DMA ポジション上位ベース アドレス (DPUBASE) レジスタ (オフセット 70h と 74h)。
· 即時コマンド出力レジスタ、即時応答入力レジスタ、および即時コマンド状態レジスタ (オフセット 60h、64h、および 68h)。
· グローバル制御レジスタ内のフラッシュ制御ビット (オフセット 08h)。
バス コントローラの設計ではこれらの機能を省略でき、その場合でも、HD Audio バス ドライバと完全に互換性があります。ただし、ハードウェア メーカーは、これらの機能が、他のデバイス固有のソフトウェアとの互換性に必要かどうか検討する必要があります。たとえば、BIOS ルーチンは、即時コマンド、応答、および状態の各レジスタを使用する場合があります。
UAA Version 1.0 の場合、HD Audio ハードウェアのバージョンは 1.0 でなければなりません。(VMAJ レジスタと VMIN レジスタは、メジャー バージョン番号 01h、およびマイナー バージョン番号 00h を指定する必要があります。)
HD Audio バス ドライバ
HD Audio バス ドライバは、HD Audio バス インターフェイス コントローラのハードウェア レジスタに直接アクセスする、唯一のソフトウェア コンポーネントです。バス ドライバは、HD Audio コントローラ ハードウェアをプログラムするのに子が使用できる HD Audio DDI を公開します。子とは、オーディオ コーデックとモデム コーデックを制御するファンクション ドライバのインスタンスです。 

さらに、バス ドライバは、DMA エンジンやバス帯域幅など、HD Audio Link ハードウェア リソースを管理します。ファンクション ドライバは、HD Audio DDI を通じて、これらのリソースを割り当てたり解放したりします。
HD Audio バス ドライバは、次のような操作を行います。
· バス上のコーデックを照会し、子を作成してコーデックを管理します。
· 要請されていない応答に対する割り込みサービス ルーチン (ISR) を処理し、要請されていない応答を子に伝達します。
· 子からコーデックにコマンドを渡し、コーデックから応答を取得します。
· 循環バッファとの間でデータを転送する DMA エンジンをセットアップします。
· HD Audio Link 上のバス帯域幅リソースを管理します。
· wall clock レジスタと link position レジスタへのアクセスを提供します。
· ストリームのグループ間で同期した開始と停止を提供します。
HD Audio バス ドライバは、下記のものを提供しません。
· Intel High Definition Audio Specification で定義されていない DSP や追加のレジスタをプログラムするためのインターフェイス。
· 優先順位を付けた帯域幅の管理。
デバイスの列挙中、HD Audio バス ドライバは、HD Audio コントローラの HD Audio Link に接続されているコーデックを検出します。各コーデックで、バス ドライバは、コーデック内で検出した各ファンクション グループに対し、1 つのファンクション ドライバ (利用可能な場合) を読み込みます。ファンクション グループについては、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
UAA クラス ドライバ
Windows Vista で、Microsoft は、内部バス (PCI) や外部バス (IEEE 1394 または USB) に接続するオーディオ デバイスに対し、UAA クラス ドライバを提供します。特定のバスの UAA クラス ドライバでサポートされるには、デバイスは、そのバスの UAA ハードウェア仕様に準拠する必要があります。内部バス上のデバイスの場合、UAA ハードウェア要件ドキュメントは、下記を指定します。
· 「HD Audio アーキテクチャへの UAA 拡張機能」で説明するマイナーな変更を含む、HD Audio コントローラのレジスタ セット。
· HD Audio コーデックの要件 (公開予定)。
外部バス上の UAA デバイスの要件については、WHDC オーディオ Web サイトでホワイト ペーパー「Universal Audio Architecture」を参照してください。
この説明の残りの部分では、内部バスに接続し、HD Audio ハードウェア レジスタを実装し、UAA 準拠の HD Audio コーデックを制御するオーディオ デバイスを制御する、UAA クラス ドライバのバージョンのみを取り上げます。このクラス ドライバは、HD Audio バス ドライバの子であり、バス ドライバのベースライン HD Audio DDI を使用して、UAA 準拠のハードウェアをプログラムします。
HD Audio コーデックの UAA クラス ドライバは、下記のことを行います。
· オーディオ コーデックへのデバイス インターフェイスをシステムに提供します。
· HD Audio Link 上に存在するコーデック内の、D/A コンバータ、A/D コンバータ、およびジャック存在検出ピンに関する情報を収集します。
· スタートアップ時にサード パーティ コマンドで、オーディオ コーデックを初期化します。
· オーディオ コーデックのオーディオ プロパティを取得および設定します。
· ストリームの循環バッファをユーザー モードにマップし、コーデックと DMA エンジンをセットアップし、リンク位置などのプロパティを処理する、ストリーミング インターフェイスを提供します。
· オーディオ コーデックの電源の管理を処理します。
このクラス ドライバは、下記のものを提供しません。
· コーデック内のオーディオ エフェクト ノードを動的にプログラムする方法。
· 複数のコーデックの機能を結合し、オーディオとモデムの統合デバイスを形成する機能。
· ウィジェット上の汎用 I/O (GPIO) ピンの処理 (UAA ハードウェア要件ドキュメントで明示的に定義されていない場合)。
· コーデックのプログラミングまたはソフトウェア エフェクトの提供用の、サード パーティ コードのプラグイン モデル。
UAA クラス ドライバの詳細については、WHDC オーディオ Web サイトでホワイト ペーパー「Universal Audio Architecture」を参照してください。
プログラミング ガイドライン
このセクションでは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、および HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL の各構造体で定義されているように、HD Audio DDI の各バージョンを使用して、HD Audio バス インターフェイス コントローラに接続されているオーディオ コーデックとモデム コーデックを制御するための、プログラミング ガイドラインを示します。
HD Audio バス ドライバは、HD Audio DDI の片方または両方のバージョンを子に公開します。子とは、オーディオ コーデックとモデム コーデックのカーネル モード ファンクション ドライバです。(これらの子のいずれかは、UAA クラス ドライバである場合があります。) これらのドライバは、DDI のルーチンを呼び出して、HD Audio コントローラ デバイスのハードウェア機能にアクセスします。
DDI バージョン間の相違点
HD Audio DDI には、次のような、わずかに異なる 3 つのバージョンがあります。
· HD Audio DDI のベースライン バージョン (HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体で定義されます)。オーディオ コーデックとモデム コーデックの大半のファンクション ドライバでは、この DDI バージョンが提供する機能のみ必要です。このバージョンは、Windows Vista、Windows XP、および Windows 2000 で動作する HD Audio バス ドライバを通じて利用可能です。
· HD Audio DDI の変更バージョン (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体で定義されます)。このバージョンは、DMA 割り込みドライバ イベント通知のサポートを追加することにより、ベースライン バージョンを強化します。このバージョンは、Windows Vista で動作する HD Audio バス ドライバを通じて利用可能です。
· HD Audio DDI の変更バージョン (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体で定義されます)。このバージョンは、DMA 演算用のバッファ記述子リスト (BDL) のセットアップに対して追加の制御を行う必要のある、比較的少数のオーディオ ドライバとモデム ドライバの要件を満たします。このバージョンの DDI は、Windows XP と Windows 2000 でのみ利用可能です。これは、Windows Vista では利用できません。
これらの構造体のすべてで、最初の 5 つのメンバの名前と種類は、INTERFACE 構造体の 5 つのメンバの名前や種類と一致します。INTERFACE 構造体は、Windows DDK ドキュメントで説明されています。これらのメンバの値については、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE DDI オブジェクトを取得する」、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 DDI オブジェクトを取得する」、または「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL DDI オブジェクトを取得する」を参照してください。
HD Audio DDI の 3 つのバージョン内のルーチンは、次のことを行います。
· コマンドをコーデックに転送し、それらのコマンドへの応答を取得します。
· DMA エンジンを割り当ててセットアップし、レンダ ストリームとキャプチャ ストリームでデータを転送します。
· 1 つ以上の DMA エンジンのストリーム状態を、running、paused、stopped、または reset に変更します。
· レンダ ストリームとキャプチャ ストリーム用に、リンク帯域幅を予約します。
· wall clock レジスタと link position レジスタへの直接アクセスを提供します。
· コーデックからの要請されていない応答について、クライアントに通知します。
· DMA エンジンの進行に基づき、登録されたイベントをシグナルします。
DDI の 3 つのバージョンには、次のような違いがあります。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL に存在しない 2 つのルーチン、AllocateDmaBuffer と FreeDmaBuffer を定義します。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 に存在しない 3 つのルーチン、SetupDmaEngineWithBdl、AllocateContiguousDmaBuffer、および FreeContiguousDmaBuffer を定義します。
· HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL に存在しない 4 つのルーチン、AllocateDmaBufferWithNotification、FreeDmaBufferWithNotification、RegisterNotificationEvent、および UnregisterNotificationEvent を定義します。
クライアントが最初の DDI バージョンで AllocateDmaBuffer ルーチンを呼び出すと、HD Audio バス ドライバは、下記のことを行います。
· DMA エンジンで使用するため、DMA バッファと BDL を割り当てます。
· BDL を初期化します。
· DMA エンジンをセットアップして、バッファと BDL を使用します。
対照的に、2 つ目の DDI バージョンの AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンは、DMA バッファと BDL 用にストレージを割り当てますが、呼び出し元に依存して BDL を初期します。SetupDmaEngineWithBdl ルーチンは、DMA エンジンをセットアップして、バッファと、呼び出し元が初期化した BDL を使用します。
Intel High Definition Audio Specification で説明されているように、BDL には、DMA エンジンの scatter-gather キュー内の物理メモリ ブロックの一覧が含まれています。SetupDmaEngineWithBdl を呼び出して BDL をセットアップすることにより、クライアントは、DMA エンジンが割り込みを生成するデータ ストリームのポイントを指定できます。Intel High Definition Audio Specification で説明されているように、クライアントは、選択した BDL エントリの interrupt-on-completion (IOC) ビットを設定することにより、これを行います。この機能により、クライアントは、オーディオ ストリームの処理中に生じる IOC 割り込みのタイミングを正確に制御できます。
クライアントが、DMA 割り込みドリブンのイベント通知を単に望む場合、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンを利用できます。このルーチンが呼び出されると、HD Audio バス ドライバは、下記のことを行います。
· DMA エンジンで使用するため、DMA バッファと BDL を割り当てます。
· BDL を初期化し、要求された通知の数により、バッファの中間点と終端で IOC 割り込みをサポートします。
· DMA エンジンをセットアップして、バッファと BDL を使用し、割り込みを生成します。
ほぼすべてのクライアントは、DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンまたは HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンを使用します。割り込みのタイミングを正確に制御する必要のあるごく少数のクライアントが、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンを使用します。
同期および非同期のコーデック コマンド
HD Audio DDI の TransferCodecVerbs ルーチンを使用すると、ファンクション ドライバは、コマンドを、HD Audio コントローラに接続しているオーディオ コーデックとモデム コーデックに送信できます。コーデック コマンドは、同期的または非同期的に実行できます。
· TransferCodecVerbs への呼び出しが、同期的に処理するコマンドの一覧を送信した場合、コーデックがコマンドをすべて処理してから、ルーチンは戻ります。
· TransferCodecVerbs への呼び出しが、非同期的に処理するコマンドの一覧を送信した場合、HD Audio バス ドライバがコマンドを内部コマンド キューに追加するとすぐ、コーデックがコマンドを処理するのを待たずに、ルーチンは戻ります。コーデックがコマンドを処理すると、バス ドライバは、コールバック ルーチンを呼び出すことにより、ファンクション ドライバに通知します。
ファンクション ドライバは、送信するコーデック コマンドの性質に応じて、下記の技法の 1 つ以上を使用し、コーデックから応答を取得します。
· ファンクション ドライバは、任意の追加処理を実行する前に、コーデックから応答を得る必要がある場合、同期モードを使用します。
· ファンクション ドライバは、コーデック コマンドが完了するのを待ち、コーデックの応答を参照して、コマンドが完了したことを知る必要がない場合、非同期モードを使用し、(コーデック コマンドの記憶域を解放する場合以外) コールバックを無視して、コーデック コマンドへの応答を破棄または無視します。
· ファンクション ドライバは、コーデック コマンドの完了を知る必要があるが、応答を参照する必要はない場合、非同期モードを使用し、コールバックによって通知します。ただし、コーデック コマンドへの応答は破棄または無視します。コールバック ルーチンは、カーネル ストリーミング (KS) イベントを使用して、ドライバの主な部分に通知を送信する場合があります。KS イベントについては、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
· ファンクション ドライバは、コーデック コマンドの完了と、応答内容の両方を知る必要があるが、コマンドの完了を待つのではなく、処理を直ちに再開する必要がある場合、非同期モードを使用して、コールバックを受信するまで応答を読み取らないようにします。コールバック ルーチンまたはドライバの主な部分は、応答を検査できます。
TransferCodecVerbs は、コマンドの一覧をバス ドライバの内部コマンド キューに正常に追加した場合、STATUS_SUCCESS を返します。呼び出しが成功した場合でも、応答は無効な場合があります。ファンクション ドライバは、コーデック応答内の状態ビットをチェックして、それらが有効かどうか判定する必要があります。このルールは、同期モードと非同期モードの両方に適用されます。
無効な応答の原因は、下記のいずれかである可能性があります。
· コマンドがコーデックに到達しなかった。
· コーデックは応答したが、先入れ先出し (FIFO) のオーバーランが RIRB で生じたとき、応答が失われた。
後者の問題は、RIRB FIFO のサイズが不十分であることを示しています。
各コーデック応答には、応答が有効かどうか示す IsValid フラグ、および RIRB FIFO オーバーランが生じたかどうか示す HasFifoOverrun フラグが含まれています。IsValid=0 の場合、応答が無効であることを示し、HasFifoOverrun フラグは、障害の原因を特定するのに役立ちます。
· HasFifoOverrun=0 の場合、コーデックは、必要な時間内に応答しませんでした。可能性のある原因は、コマンドがコーデックに達しなかったことです。
· HasFifoOverrun=1 の場合、コマンドはおそらくコーデックに達しましたが、FIFO オーバーランにより応答が失われました。
TransferCodecCommands への呼び出し中、呼び出し元は、HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体の配列へのポインタを提供します。各構造体は、コマンドを含んでおり、応答用の領域を提供します。バス ドライバは常に、各応答を、応答をトリガしたコマンドを含む構造体に書き込みます。
TransferCodecCommands への各呼び出しにおいて、コマンドの処理順序は、配列内のコマンドの順序で決定されます。配列内の最初のコマンドの処理は、第 2 のコマンドの処理が始まる前に、常に完了します。後続のコマンドについても同様です。
さらに、クライアントが、TransferCodecCommands への非同期呼び出しを行い、最初の呼び出しからのコールバックを待たずに、TransferCodecCommands を再び呼び出した場合、2 つの呼び出しによる 2 つのグループのコマンドが処理される相対順序は、クライアントが 2 つのグループのコマンドを送信した順序で定義されます。したがって、バス ドライバは、最初の呼び出しによるすべてのコマンドを処理してから、第 2 の呼び出しによるコマンド処理を始めます。
ただし、2 つの異なるファンクション ドライバ インスタンスによって送信されたコマンドの相対順序は、未定義です。(各インスタンスは、独自の物理デバイス オブジェクトを持っています。)たとえば、インスタンス 1 が TransferCodecCommands を呼び出しコマンド A、B、および C を順序 A-B-C で送信し、インスタンス 2 が TransferCodecCommands を呼び出しコマンド X、Y、および Z を順序 X-Y-Z で送信した場合、バス ドライバは、コマンドを順序 A-X-Y-B-Z-C で実行する場合があります。
異なるファンクション ドライバ スレッドがハードウェア リソースの同じセットへのアクセスを共有する場合、異なるドライバ スレッドからのコマンドの相対順序が、重要となる場合があります。その場合、ファンクション ドライバは、各スレッド間のリソースの共有を同期させる必要があります。
たとえば、データ バイトのシーケンスをコーデックに書き込むためのハードウェア インターフェイスは、インデックス レジスタと 8 ビットのデータ レジスタから成る場合があります。まず、ファンクション ドライバは、コーデック コマンドを送信し、開始インデックスをインデックス レジスタに読み込みます。次に、ドライバは、コマンドを送信し、データの最初のバイトをデータ レジスタに書き込みます。インデックス レジスタは、転送が完了するまで、データ レジスタへの個々の連続書き込みに従って増分します。ただし、2 つのドライバ スレッドが、インデックス レジスタとデータ レジスタのアクセスを適切に同期しない場合、2 つのスレッドによる個々のレジスタ アクセスの相対順序は未定義となります。また、その結果、データの破損や無効なハードウェア構成につながる可能性があります。
TransferCodecVerbs ルーチンは、HD Audio DDI の両方のバージョンで利用可能です。
Wall Clock レジスタと Link Position レジスタ
HD Audio コントローラには、32 ビット wall clock カウンタ レジスタが含まれています。このレジスタは、HD Audio Link のビット クロック レートで増分し、約 89 秒ごとにロールオーバーします。ソフトウェアは、このカウンタを使用して、デバイスのハードウェア クロック間の相対誤差を測定することにより、複数のコントローラ デバイスを同期させます。
さらに、HD Audio コントローラには、link position レジスタのセットが含まれています。各 DMA エンジンには、link position レジスタがあります。このレジスタは、エンジンが HD Audio Link を通じて転送しているデータの、現在の読み取りまたは書き込み位置を示します。この position レジスタは、循環バッファの先頭からのバイト オフセットとして、現在の位置を表します。
· レンダ ストリームでは、link position レジスタは、DMA エンジンがリンク上でコーデックに送信する次のバイトの循環バッファ オフセットを示します。
· キャプチャ ストリームでは、link position レジスタは、DMA エンジンがリンク上でコーデックから受信する次のバイトの循環バッファ オフセットを示します。
循環バッファ オフセットは、循環バッファの先頭から、現在の読み取りまたは書き込み位置への、バイト単位のオフセットです。バッファの終端に達すると、位置はバッファの先頭に戻り、循環バッファ オフセットはゼロにリセットされます。循環バッファは、システム メモリに存在します。詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
カーネル モード ファンクション ドライバは、wall clock レジスタと link position レジスタを直接読み取ることができます。直接アクセスを可能にするため、HD Audio バス ドライバは、レジスタを含んでいる物理メモリを、システム仮想メモリにマップします。ファンクション ドライバは、GetWallClockRegister ルーチンまたは GetLinkPositionRegister ルーチンを呼び出し、wall clock レジスタまたは link position レジスタへのシステム仮想アドレス ポインタを取得します。これら 2 つのルーチンは、HD Audio DDI の両方のバージョンで利用可能です。
HD Audio コントローラ ハードウェアは、wall clock レジスタと link position レジスタを、コントローラの他のどのレジスタも含んでいないメモリ ページにミラーリングします。したがって、ファンクション ドライバが、ミラーリングされた wall clock レジスタまたは position レジスタをユーザー モードにマップする場合、ユーザー モード プログラムは、コントローラの他のどのレジスタにもアクセスできません。ドライバは、ユーザー モード プログラムが、これらの他のレジスタにタッチしたり、ハードウェアをプログラムしたりするのを許可しません。
レジスタのミラーリングは、ホスト プロセッサのページ サイズを収納できる必要があります。ホスト プロセッサのアーキテクチャによって、通常のページ サイズは、4,096 バイトや 8,192 バイトなどです。
ハードウェア リソースの管理
HD Audio DDI を通じて、オーディオ コーデックとモデム コーデックのファンクション ドライバは、HD Audio コントローラ デバイスのハードウェア リソースを割り当てたり解放したりできます。これらのリソースは、主に次のとおりです。
· HD Audio コントローラの DMA エンジン。
· HD Audio Link 上のバス帯域幅。
DMA エンジンを割り当てる
HD Audio コントローラには、一定数の DMA エンジンが含まれています。各エンジンは、単一のレンダ ストリームまたはキャプチャ ストリームの scatter-gather 転送を実行できます。
下記の 3 種類の DMA エンジンが利用可能です。
· レンダ DMA エンジン。レンダ ストリームのみ処理できます。
· キャプチャ DMA エンジン。キャプチャ ストリームのみ処理できます。
· 双方向 DMA エンジン。レンダ ストリームまたはキャプチャ ストリームを処理するよう構成できます。
レンダ ストリーム用に DMA エンジンを割り当てる場合、AllocateCaptureDmaEngine ルーチンは、レンダ DMA エンジンが利用可能な場合、これを割り当てます。レンダ DMA エンジンがなくなった場合、このルーチンは、双方向 DMA エンジンが利用可能な場合、これを割り当てます。
同様に、キャプチャ ストリーム用に DMA エンジンを割り当てる場合、AllocateRenderDmaEngine ルーチンは、キャプチャ DMA エンジンが利用可能な場合、これを割り当てます。キャプチャ DMA エンジンがなくなった場合、このルーチンは、双方向 DMA エンジンが利用可能な場合、これを割り当てます。
AllocateXxxDmaEngine ルーチンは、HD Audio DDI の両方のバージョンで利用可能です。
リンク帯域幅を割り当てる
HD Audio Link には、レンダ ストリームとキャプチャ ストリームが使用するための、有限量のバス帯域幅が存在します。エラーなしのオーディオを保証するため、HD Audio バス ドライバはバス帯域幅を、共有リソースとして管理します。ファンクション ドライバは、DMA エンジンを割り当てる際、DMA エンジンのレンダ ストリームまたはキャプチャ ストリームが使用できるよう、利用可能なバス帯域幅の一部を割り当てる必要もあります。
一定量のバス帯域幅は、HD Audio Link のシリアル データ入力 (SDI) ライン、およびシリアル データ出力 (SDO) ラインで利用可能です。HD Audio バス ドライバは、SDI ラインと SDO ラインに対して別々に、帯域幅の消費を監視します。入力または出力のバス帯域幅を割り当てる要求が、利用可能な帯域幅を超えた場合、バス ドライバで要求が失敗します。
ファンクション ドライバは、バス ドライバの AllocateCaptureDmaEngine と AllocateRenderDmaEngine ルーチンを呼び出す際、ストリーム形式を指定します。ストリーム形式は、ストリームのサンプル レート、サンプル サイズ、およびチャンネル数を指定します。この情報から、AllocateXxxDmaEngine ルーチンは、ストリームのバス帯域幅の要件を決定します。十分な帯域幅を利用できる場合、ルーチンは、DMA エンジンが使用するのに必要な帯域幅を割り当てます。そうしないと、AllocateXxxDmaEngine への呼び出しは失敗します。
ファンクション ドライバは、ChangeBandwidthAllocation を呼び出して、既存の DMA エンジン割り当てに対し、帯域幅割り当ての変更を要求できます。
AllocateXxxDmaEngine と ChangeBandwidthAllocation ルーチンは、HD Audio DDI の両方のバージョンで利用可能です。
ストライプ
HD Audio アーキテクチャは、ストライプと呼ばれる技法をサポートします。ストライプは、レンダ ストリームが消費するバス帯域幅の量を減らすことができます。HD Audio ハードウェア インターフェイスが複数の SDO ラインを提供する場合、ストライプは、データ ストリーム内のビットを SDO ライン間で交互に分散することにより、レンダ DMA エンジンがデータを転送できる速度を上げることができます。最初のビット (最上位ビット) は SDO0 上で移動し、第 2 のビットは SDO1 上で移動します。以下のビットも同様です。たとえば、2 つの SDO ラインが存在する場合、ストライプは、2 つの SDO ライン間でストリームを分割することにより、効率的に転送速度を 2 倍にします。ストライプを使用して、2 つの SDO ライン上でレンダ ストリームを転送する DMA エンジンは、ストライプを使用しない場合と比べ、バス帯域幅の消費量が半分で済みます。
ファンクション ドライバは、AllocateRenderDmaEngine ルーチンの stripe 呼び出しパラメータによって、ストライプを有効にします。
ストライプの詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
複数のストリームを同期する
SetDmaEngineState ルーチンは、1 つ以上の DMA エンジンの状態を、running、paused、stopped、reset のいずれかに設定します。このルーチンへの呼び出しが複数の DMA エンジンを指定する場合、すべての DMA エンジンは、状態遷移を同期的に行います。
ストリームのグループを同期させる機能は、一部のオーディオ アプリケーションで必要です。たとえば、オーディオ ドライバは、コーデックの結合を使用して、2 つのオーディオ コーデックを結合した論理サラウンド サウンド オーディオ デバイスを作成する場合があります。1 つのコーデックは正面スピーカーを駆動し、もう 1 つのオーディオ コーデックは後方スピーカーを駆動します。コーデックの機能によっては、オーディオ ドライバは、元のサラウンド サウンド オーディオ ストリームを、コーデックごとに 1 つずつ、2 つのストリームに分割する必要がある場合があります。SetDmaEngineState ルーチンを使用して、ストリームを同時に開始および停止することにより、2 つのストリームの同期を維持できます。
たとえ数サンプルであっても、2 つのストリームが同期から外れるのを許可すると、不適切なオーディオ再生結果が生じる可能性があります。
SetDmaEngineState ルーチンは、HD Audio DDI の両方のバージョンで利用可能です。
UAA クラス ドライバは、コーデックの結合を実行しません。
スリープ解除の有効化
コーデックの電力を落とす前に、コーデック ファンクション ドライバは通常、コーデックが電力低下状態の間に状態変更イベントが起きた場合、コーデックがシステムをスリープ解除できるようにします。オーディオ コーデックの場合、そのようなイベントは、ユーザーがプラグを入力ジャックに差し込むか、プラグをジャックから抜くと、トリガされることがあります。モデム コーデックの場合、電話が鳴って着信呼び出しを示すと、状態変更イベントが生じることがあります。状態変更イベントの詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
電力を落とす準備をするため、ファンクション ドライバはまず、状態変更イベントが起きた場合に HD Audio バス コントローラにシグナルするよう、コーデックを構成します。次に、ファンクション ドライバは、IRP_MN_WAIT_WAKE 電源の管理入出力要求パケット (IRP) を HD Audio バス ドライバに送信し、コーデックからのスリープ解除シグナルを有効にするよう指示します。その後、スリープ解除シグナルが有効で、コーデックが状態変更イベントをコーデックの SDI ライン上で転送すると、コントローラは、システムに対するスリープ解除シグナルを生成します。また、バス ドライバは、IRP_MN_WAIT_WAKE IRP の完了により、ファンクション ドライバに通知します。IRP_MN_WAIT_WAKE については、Windows DDK を参照してください。
スリープ解除イベント後、バス ドライバは、どのコーデックがスリープ解除シグナルを生成したか判定し、そのコーデック上で保留中の IRP_MN_WAIT_WAKE IRP をすべて完了します。ただし、コーデックが、たとえば、オーディオ ファンクション グループとモデム ファンクション グループの両方を含んでいる場合、バス ドライバは、どのファンクション グループがスリープ解除シグナルを生成したか判定できません。この場合、ファンクション ドライバは、独自のクエリをコーデックに送信して、スリープ解除シグナルの生成元を確認する必要があります。
データ コピーおよびキャッシュ ポリシー
HD Audio IHV-Enabling Kit 内のサンプル HD Audio コーデック ファンクション ドライバは、PortCls システム ドライバに接続するアダプタ ドライバとして実装されます。PortCls アダプタ ドライバであるファンクション ドライバは、ウェーブ フィルタとトポロジ フィルタとして、オーディオ コーデック内のサブデバイスをモデル化します。また、WaveCyclic と Topology ミニポート ドライバを実装し、これらのサブデバイスをサポートします。
Windows DDK ドキュメントで説明されているように、WaveCyclic ミニポート ドライバは、DMA バッファとクライアント バッファ間で、オーディオ データをコピーします。DMA バッファには、HD Audio コントローラ ハードウェアがアクセスし、クライアント バッファには、ユーザー モード オーディオ アプリケーションがアクセスします。
· 再生データ ストリームの場合、ドライバは、クライアント バッファから DMA バッファにデータをコピーします。
· キャプチャ データ ストリームの場合、ドライバは、DMA バッファからクライアント バッファにデータをコピーします。
再生ストリームとキャプチャ ストリームの両方において、ドライバは、DMA バッファ メモリのキャッシュ (キャッシュ種類 MmCached) を有効にし、PCI コントローラのバス捜索機構によりキャッシュの一貫性を保つことにより、最良のパフォーマンスを達成できます。ただし、一部の PCI Express コントローラ実装は、HD Audio コントローラの等時性データ転送 (例 : Intel の初期 PCI Express チップ セット) を捜索しません。
ファンクション ドライバは、PCI コントローラ ハードウェアが DMA バッファ転送の捜索をサポートするかどうかや、等時性データ転送を実行するかどうかを検出できません。キャッシュ一貫性の問題が生じないようにするため、ドライバは、DMA バッファ メモリのキャッシュ種類を MmWriteCombined と指定することにより、DMA バッファ メモリのキャッシュを無効にします。(MmNonCached も機能しますが、同様に動作しない場合があります。)サンプル ファンクション ドライバに基づくカスタム アダプタ ドライバを作成する場合、PCI コントローラが DMA バッファ転送の捜索を実際サポートしていることを確認できない限り、WaveCyclic ミニポート ドライバは、同様に動作する必要があります。
サンプル HD Audio ファンクション ドライバは、HD Audio DDI のHDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンを使用します。ファンクション ドライバは、AllocateDmaBuffer ルーチンを呼び出して、DMA バッファにメモリを割り当てます。次に、MmMapLockedPagesSpecifyCache ルーチンを呼び出して、DMA バッファの物理ページをマップします。この呼び出し中、ファンクション ドライバは、キャッシュ種類を MmWriteCombined と指定します。MmMapLockedPagesSpecifyCache については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
バス捜索を実行しないデバイスとシステムをサポートするには、カスタム ファンクション ドライバは、下記のルールに従う必要があります。
· 再生ストリームの場合、DMA バッファのキャッシュ種類を MmWriteCombined と指定します。クライアント バッファから DMA バッファにデータのブロックをコピーした後、KeMemoryBarrier 関数を呼び出し、DMA エンジンがデータを参照できるようにします。KeMemoryBarrier は、プロセッサのデータ キャッシュの大半をそのままにしておく効率的な方法で、コピーされたデータをメモリにフラッシュします。
· キャプチャ ストリームの場合、DMA バッファのキャッシュ種類を MmWriteCombined または MmNonCached と指定します。さらに、ファンクション ドライバは、DMA バッファへの書き込みを避ける必要があります。オーディオ サンプルのインプレース処理を実行する必要がある場合、まずデータを他の場所にコピーする必要があります。
KeMemoryBarrier の詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
ファンクション ドライバが DMA バッファとの間でコピーするデータのブロックは、書き込み結合のバッファ境界で開始または終了する必要はありません。また、データ サイズは、書き込み結合バッファ サイズ (通常 32 または 64 バイト) の複数倍である必要はありません。
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンを使用するコーデック ファンクション ドライバの場合、AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンは、IOC 割り込みをセットアップして有効にする点を除き、AllocateDmaBuffer ルーチンと同じ操作を実行します。
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンを使用するコーデック ファンクション ドライバの場合、AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンは、DMA バッファ メモリの割り当てとマッピングの両方を実行します。このルーチンは常に、バッファのキャッシュ種類を MmWriteCombined に設定します。
書き込み結合の詳細については、http://www.intel.com で、IA-32 Intel Architecture Software Developer’s Manual を参照してください。
DMA 割り込みドリブンのイベント通知を使用する
DMA 割り込みドリブンのイベント通知のサポートは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンを通じて提供されます。このサポートを容易にする 4 つのルーチンは、AllocateDmaBufferWithNotification、FreeDmaBufferWithNotification、RegisterNotificationEvent、および UnregisterNotificationEvent です。
この機能を利用するため、コーデック ファンクション ドライバは、AllocateDmaBufferWithNotification を使用して、オーディオ バッファを割り当てます。このルーチンは、オーディオ バッファを割り当て、BDL を割り当てて初期化し、DMA エンジンをプログラムしてバッファ (BDL) を使用し、IOC 割り込みを生成します。
AllocateDmaBufferWithNotification が呼び出され、通知カウント 1 が要求されると、エンジンは、BDL の最後のエントリ (バッファの終端) の完了時に割り込みを生成するようプログラムされます。AllocateDmaBufferWithNotification が呼び出され、通知カウント 2 が要求されると、バッファが割り当てられ、バッファの中間点と終端で割り込みが生成されるよう、BDL が初期化されます。
バッファが AllocateDmaBufferWithNotification で割り当てられると、クライアントは、RegisterNotificationEvent ルーチンを使用して、通知される (シグナルされる) イベントを登録できます。クライアントは、RegisterNotificationEvent を複数回呼び出し、異なるイベントへのポインタを渡すことにより、複数のイベントを登録できます。
HD Audio バス ドライバは、イベント通知が有効な DMA エンジンに対する IOC 割り込みを受信すると、DPC (遅延プロシージャ呼び出し) をキューに入れます。DPC は、動作すると、HD Audio バス ドライバで維持されている通知イベントの一覧を参照し、各イベントをシグナルします。
WaveRT ホワイト ペーパーと Windows DDK ドキュメントで説明されているように、WaveRT Port/Miniport API とプロパティ セットの利用により、ユーザー モード イベントの直接シグナルは容易になり、ユーザー モード オーディオ クライアントでの DMA ドリブンの通知/スケジュールを実現できます。
コーデック ファンクション ドライバは、UnregisterNotificationEvent ルーチンを使用して、HD Audio バス ドライバで維持されている一覧からイベントを削除します。コーデック ファンクション ドライバは、登録された各イベントの登録を解除してから、オーディオ バッファを解放する必要があります。AllocateDmaBufferWithNotification で割り当てられたオーディオ バッファを解放するには、FreeDmaBufferWithNotification ルーチンを使用する必要があります。
HD Audio DDI に対して照会する
オブジェクトに対するカウントされた参照を取得するため、オーディオまたはモデム コーデックのファンクション ドライバは、HD Audio バス ドライバに、IRP_MN_QUERY_INTERFACE 入出力制御 (IOCTL) を送信します。この IOCTL については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
Windows Vista およびそれ以降のバージョンで、HD Audio バス ドライバは、DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンと HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンのみをサポートします。HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンはサポートしません。
HD Audio バス ドライバは、Windows 2000、Windows XP、および Windows Server 2003 のアップグレードとしてインストールできます。このバス ドライバは、両方の DDI バージョンをサポートします。
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、および HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL の各バージョンに対する参照を取得する手順は、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE DDI オブジェクトを取得する」、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 DDI オブジェクトを取得する」、および「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL DDI オブジェクトを取得する」で説明します。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE DDI オブジェクトを取得する
下記の表は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体と、この構造体が定義する HD Audio DDI のバージョンのコンテキスト オブジェクトを取得するため、ファンクション ドライバが IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL に書き込む入力パラメータ値を示します。
	パラメータ
	値

	CONST GUID  *InterfaceType
	GUID_HDAUDIO_BUS_INTERFACE

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE)

	USHORT  Version
	0x0100

	PINTERFACE  Interface
	HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体へのポインタ

	PVOID  InterfaceSpecificData
	NULL


ファンクション ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体にストレージを割り当て、この構造体へのポインタを IOCTL に含めます。上記の表で、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体へのポインタは、PINTERFACE 型にキャストされます。PINTERFACE は、INTERFACE 型の構造体へのポインタです。HDAUDIO_BUS_INTERFACE の最初の 5 つのメンバの名前と型は、INTERFACE の 5 つのメンバの名前や型と一致します。HDAUDIO_BUS_INTERFACE には、DDI ルーチンへの関数ポインタである追加のメンバが含まれています。ファンクション ドライバからの IOCTL の受信に応じて、HD Audio バス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体全体に値を入力します。
下記の表は、HD Audio バス ドライバが、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体の最初の 5 つのメンバに書き込む値を示します。
	パラメータ
	値

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE)

	USHORT  Version
	0x0100

	PVOID  Context
	すべての DDI ルーチンへの最初の呼び出しパラメータとして渡される必要のあるコンテキスト情報

	PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを増やすルーチンへのポインタ

	PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを減らすルーチンへのポインタ


上記の表で、Context メンバは、クライアントが IOCTL から取得する、ベースライン HD Audio DDI の特定のインスタンスに固有の情報を含んでいるコンテキスト オブジェクトをポイントします。DDI の任意のルーチンを呼び出す際、クライアント ファンクション ドライバは常に、最初の呼び出しパラメータとして、Context ポインタ値を指定する必要があります。コンテキスト情報は、クライアントに対して不明確です。HD Audio バス ドライバは、クライアントごとに異なるコンテキスト オブジェクトを作成します。コンテキスト オブジェクトが不要になった場合、クライアントは、上記の表で示した InterfaceDereference ルーチンを呼び出して、コンテキスト オブジェクトを解放します。必要な場合、クライアントは、InterfaceReference ルーチンを呼び出して、オブジェクトへの追加の参照を作成できます。ただし、クライアントは、これらの参照が不要になった場合、その解放を行う必要があります。
IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL と INTERFACE 構造体の詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 DDI オブジェクトを取得する
下記の表は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体と、この構造体が定義する HD Audio DDI のバージョンのコンテキスト オブジェクトを取得するため、ファンクション ドライバが IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL に書き込む入力パラメータ値を示します。
	パラメータ
	値

	CONST GUID  *InterfaceType
	GUID_HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2)

	USHORT  Version
	0x0100

	PINTERFACE  Interface
	HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体へのポインタ

	PVOID  InterfaceSpecificData
	NULL


ファンクション ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体にストレージを割り当て、この構造体へのポインタを IOCTL に含めます。上記の表で、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体へのポインタは、PINTERFACE 型にキャストされます。PINTERFACE は、INTERFACE 型の構造体へのポインタです。HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 の最初の 5 つのメンバの名前と型は、INTERFACE の 5 つのメンバの名前や型と一致します。HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 には、DDI ルーチンへの関数ポインタである追加のメンバが含まれています。ファンクション ドライバからの IOCTL の受信に応じて、HD Audio バス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体全体に値を入力します。
下記の表は、HD Audio バス ドライバが、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の最初の 5 つのメンバに書き込む値を示します。
	パラメータ
	値

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2)

	USHORT  Version
	0x0100

	PVOID  Context
	すべての DDI ルーチンへの最初の呼び出しパラメータとして渡される必要のあるコンテキスト情報

	PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを増やすルーチンへのポインタ

	PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを減らすルーチンへのポインタ


上記の表で、Context メンバは、クライアントが IOCTL から取得する、ベースライン HD Audio DDI の特定のインスタンスに固有の情報を含んでいるコンテキスト オブジェクトをポイントします。DDI の任意のルーチンを呼び出す際、クライアント ファンクション ドライバは常に、最初の呼び出しパラメータとして、Context ポインタ値を指定する必要があります。コンテキスト情報は、クライアントに対して不明確です。HD Audio バス ドライバは、クライアントごとに異なるコンテキスト オブジェクトを作成します。コンテキスト オブジェクトが不要になった場合、クライアントは、上記の表で示した InterfaceDereference ルーチンを呼び出して、コンテキスト オブジェクトを解放します。必要な場合、クライアントは、InterfaceReference ルーチンを呼び出して、オブジェクトへの追加の参照を作成できます。ただし、クライアントは、これらの参照が不要になった場合、その解放を行う必要があります。
IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL と INTERFACE 構造体の詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL DDI オブジェクトを取得する
前述したように、オーディオまたはモデム コーデックのファンクション ドライバは、IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL を HD Audio バス ドライバに送信することにより、HD Audio DDI を使用して、オブジェクトへのカウントされた参照を取得します。
下記の表は、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体と、この構造体が定義する HD Audio DDI のバージョンのコンテキスト オブジェクトを取得するため、ファンクション ドライバが IOCTL に書き込む入力パラメータ値を示します。
	パラメータ
	値

	CONST GUID  *InterfaceType
	GUID_HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL)

	USHORT  Version
	0x0100

	PINTERFACE  Interface
	HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体へのポインタ

	PVOID  InterfaceSpecificData
	NULL


ファンクション ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体にストレージを割り当て、この構造体へのポインタを IOCTL に含めます。上記の表で、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体へのポインタは、PINTERFACE 型にキャストされます。PINTERFACE は、INTERFACE 型の構造体へのポインタです。HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL の最初の 5 つのメンバの名前と型は、INTERFACE の 5 つのメンバの名前や型と一致します。HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL には、DDI ルーチンへの関数ポインタである追加のメンバが含まれています。ファンクション ドライバからの IOCTL の受信に応じて、HD Audio バス ドライバは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体全体に値を入力します。
下記の表は、HD Audio バス ドライバが、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の最初の 5 つのメンバに書き込む値を示します。
	パラメータ
	値

	USHORT  Size
	sizeof (HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL)

	USHORT  Version
	0x0100

	PVOID  Context
	すべての DDI ルーチンへの最初の呼び出しパラメータとして渡される必要のあるコンテキスト情報

	PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを増やすルーチンへのポインタ

	PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference
	コンテキスト オブジェクトの参照カウントを減らすルーチンへのポインタ


上記の表で、Context メンバは、クライアントが IOCTL から取得する、DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンの特定のインスタンスに固有の情報を含んでいるコンテキスト オブジェクトをポイントします。前述したように、DDI の任意のルーチンを呼び出す際、クライアント ファンクション ドライバは常に、最初の呼び出しパラメータとして、Context ポインタ値を指定する必要があります。
IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL と INTERFACE 構造体の詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
テクニカル リファレンス
このセクションは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体と HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体が定義する、HD Audio DDI の 2 つのバージョンのルーチンについて記述するテクニカル リファレンスです。また、これらのルーチンがパラメータとして使用する構造体の型についても記述します。
ここでは、DDI ルーチンと構造体の型の、2 セットのリファレンス ページを示します。
DDI ルーチン
「DDI バージョン間の相違点」で説明したように、HD Audio DDI には 2 つのバージョンが存在します。これら 2 つの DDI バージョンは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体とHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体によって定義されます。
どちらの DDI バージョンも、カーネル モードでのみアクセス可能です。
いずれかの DDI バージョンが、HD Audio バス コントローラが管理するハードウェア リソースへのアクセスを提供します。これらのリソースは、コーデック、DMA エンジン、リンク帯域幅、link position レジスタ、wall clock レジスタなどです。HD Audio バス ドライバは DDI を実装し、DDI を子に公開します。子とは、DDI を使用して、HD Audio コントローラに接続されているハードウェア コーデックを管理する、カーネル モード ファンクション ドライバのインスタンスです。
いずれかの DDI バージョンへのアクセスを得るため、ファンクション ドライバは、DDI コンテキスト オブジェクトについて HD Audio バス ドライバを照会する必要があります。詳細については、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE DDI オブジェクトを取得する」、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 DDI オブジェクトを取得する」、および「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL DDI オブジェクトを取得する」を参照してください。
どちらの DDI バージョンのどのルーチンも、最初の呼び出しパラメータとして、コンテキスト オブジェクトへのポインタを受け取ります。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体は、下記のルーチンを含んでいる DDI を定義します。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateDmaBuffer
AllocateRenderDmaEngine
ChangeBandwidthAllocation
FreeDmaBuffer
FreeDmaEngine
GetDeviceInformation
GetLinkPositionRegister
GetResourceInformation
GetWallClockRegister
RegisterEventCallback
SetDmaEngineState
TransferCodecVerbs
UnregisterEventCallback
HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンは、Windows Vista およびそれ以降のバージョンでサポートされます。さらに、この DDI をサポートする HD Audio バス ドライバのバージョンは、Windows 2000、Windows XP、および Windows Server 2003 にインストールできます。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体は、下記のルーチンを含んでいる DDI を定義します。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateDmaBuffer
AllocateRenderDmaEngine
ChangeBandwidthAllocation
FreeDmaBuffer
FreeDmaEngine
GetDeviceInformation
GetLinkPositionRegister
GetResourceInformation
GetWallClockRegister
RegisterEventCallback
SetDmaEngineState
TransferCodecVerbs
UnregisterEventCallback
AllocateDmaBufferWithNotification
FreeDmaBufferWithNotification
RegisterNotificationEvent
UnregisterNotificationEvent
HD Audio DDI のHDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンは、Windows Vista およびそれ以降のバージョンでサポートされます。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体は、下記のルーチンを含んでいる DDI を定義します。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateContiguousDmaBuffer
AllocateRenderDmaEngine
ChangeBandwidthAllocation
FreeContiguousDmaBuffer
FreeDmaEngine
GetDeviceInformation
GetLinkPositionRegister
GetResourceInformation
GetWallClockRegister
RegisterEventCallback
SetDmaEngineState
SetupDmaEngineWithBdl
TransferCodecVerbs
UnregisterEventCallback
HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンをサポートする HD Audio バス ドライバのバージョンは、Windows 2000、Windows XP、および Windows Server 2003 にインストールできます。ただし、Windows Vista は、この DDI バージョンをサポートしません。
各 DDI の大半のルーチンは、名前と操作が両方とも同一です。ただし、DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンと HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンの一部である下記の 2 つのルーチンは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンに含まれていません。
AllocateDmaBuffer
FreeDmaBuffer
さらに、DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンの下記の 4 つのルーチンは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンと HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンには含まれていません。
AllocateDmaBufferWithNotification
FreeDmaBufferWithNotification
RegisterNotificationEvent
UnregisterNotificationEvent
最後に、DDI のHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンの下記の 3 つのルーチンは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンとHDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンには含まれていません。
AllocateContiguousDmaBuffer
FreeContiguousDmaBuffer
SetupDmaEngineWithBdl
このセクションでは、下記の DDI ルーチンについて記述します。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateContiguousDmaBuffer
AllocateDmaBuffer
AllocateDmaBufferWithNotification
AllocateRenderDmaEngine
ChangeBandwidthAllocation
FreeContiguousDmaBuffer
FreeDmaBuffer
FreeDmaBufferWithNotification
FreeDmaEngine
GetDeviceInformation
GetLinkPositionRegister
GetResourceInformation
GetWallClockRegister
RegisterEventCallback
RegisterNotificationEvent
SetDmaEngineState
SetupDmaEngineWithBdl
TransferCodecVerbs
UnregisterEventCallback
UnregisterNotificationEvent
上記の一覧には、DDI のどのバージョンにも存在するすべてのルーチンが含まれています。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンは、キャプチャ ストリームに DMA エンジンを割り当てます。
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PALLOCATE_CAPTURE_DMA_ENGINE)(
    IN PVOID  context,
    IN UCHAR  codecAddress,
    IN PHDAUDIO_STREAM_FORMAT  streamFormat,
    OUT HANDLE  *handle,
    OUT PHDAUDIO_CONVERTER_FORMAT  converterFormat
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE またはHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
codecAddress
コーデック アドレスを指定します。このパラメータは、コーデックがキャプチャ データを HD Audio バス コントローラに提供する、SDI ラインを識別します。n 個の SDI ピン付きのバス コントローラは、0 から n-1 までのアドレスを持つn 個のコーデックまでサポートできます。
streamFormat
要求されたストリーム形式を指定します。このパラメータは、ストリームのデータ形式を指定する、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_STREAM_FORMAT 型の構造体をポイントします。
handle
DMA エンジンへのハンドルを取得します。このパラメータは、DMA エンジンを識別するハンドルをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた HANDLE 変数をポイントします。
converterFormat
コンバータの形式を取得します。このパラメータは、エンコード形式をルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 型の構造体をポイントします。
戻り値
呼び出しが DMA エンジンの予約に成功した場合、AllocateCaptureDmaEngine は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_BUFFER_TOO_SMALL
	要求されたストリーム形式をサポートするのに十分な内部 FIFO 記憶域を、DMA エンジンが割り当てられないことを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	DMA エンジンを利用できないか、要求が必要とする帯域幅リソースを利用できないことを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なパラメータ値や無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、キャプチャ DMA エンジンを割り当て、ストリームのデータ形式を指定します。成功した場合、ルーチンは、DMA エンジンを識別するため呼び出し元が後で使用するハンドルを出力します。
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンは、ハードウェア リソース (DMA エンジン) を予約しますが、DMA ハードウェアは構成しません。このルーチンを呼び出して DMA エンジンを予約した後、ファンクション ドライバは、DMA エンジンに DMA バッファを割り当てて、バッファを使用するエンジンを構成する必要があります。
HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンを使用する場合、ファンクション ドライバは、AllocateDmaBuffer ルーチンを呼び出して、HD Audio バス ドライバが DMA 転送用のデータ バッファを割り当てるようにし、DMA エンジンをセットアップして、バッファを使用します。 
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンを使用する場合、ファンクション ドライバは、AllocateContiguousDmaBuffer を呼び出し、DMA バッファを割り当て、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンを呼び出し、DMA エンジンをセットアップして、バッファを使用します。
streamFormat パラメータは、キャプチャ ストリームのデータ形式を指定します。AllocateCaptureDmaEngine の呼び出し後、ストリームの形式は、ChangeBandwidthAllocation を呼び出して変更できます。
handle パラメータを通じて、ルーチンは、AllocateDmaBuffer、ChangeBandwidthAllocation、FreeDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および SetDmaEngineState への後続の呼び出しで、割り当てられた DMA エンジンを識別するため呼び出し元が使用するハンドルを出力します。ファンクション ドライバは、FreeDmaEngine を呼び出すことによりハンドルを解放します。
converterFormat パラメータを通じて、ルーチンは、入力コンバータをプログラムするため呼び出し元が使用できる、ストリーム記述子の値を出力します。ルーチンは、streamFormat パラメータの情報を、16 ビット整数にエンコードします。詳細については、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT を参照してください。
AllocateCaptureDmaEngine の呼び出しに成功した直後、DMA エンジンは、reset ストリーム状態です。SetDmaEngineState を呼び出して、DMA エンジンを、running、paused、または stopped 状態に変更する前に、クライアントはまず、DMA バッファをエンジンに割り当てる必要があります。
Windows Driver Model (WDM) オーディオ ドライバは、NewStream メソッドの実行中、ピン作成時に AllocateCaptureDmaEngine を呼び出します (たとえば、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWavePci::NewStream の説明を参照してください)。
AllocateCaptureDmaEngine の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、HDAUDIO_STREAM_FORMAT、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT、AllocateDmaBuffer、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、ChangeBandwidthReservation、SetDmaEngineState、FreeDmaEngine 
AllocateContiguousDmaBuffer
AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンは、物理メモリの単一の隣接したブロックから成る DMA バッファを割り当てます。
AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PALLOCATE_CONTIGUOUS_DMA_BUFFER)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    ULONG  requestedBufferSize,
    OUT PVOID  *dataBuffer,
    OUT PHDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR  *bdl
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine またはAllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
requestedBufferSize
要求されたバッファ サイズをバイト単位で指定します。
dataBuffer
データ バッファを取得します。このパラメータは、データ バッファのシステム仮想アドレスをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PVOID 変数をポイントします。
bdl
BDL を取得します。このパラメータは、BDL のシステム仮想アドレスをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PVOID 変数をポイントします。BDL の割り当てサイズは、1 メモリ ページと同じサイズです。BDL は、ページ境界で始まります。
戻り値
呼び出しが成功した場合、AllocateContiguousDmaBuffer は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる割り込み要求レベル (IRQL) で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	バッファ割り当てが失敗したことを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	ハンドル パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_DEVICE_NOT_READY
	ハードウェア プログラムがタイムアウトしたことを示します。これが生じた場合、ハードウェアは危険にさらされた状態の可能性があります。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに既に割り当てられていることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンは、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンおよび FreeContiguousDmaBuffer ルーチンと共に使用されます。これら 3 つのルーチンは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンでのみ利用可能です。この DDI には、AllocateDmaBuffer ルーチンと FreeDmaBuffer ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用する SetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBuffer は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。詳細については、「DDI バージョン間の相違点」を参照してください。
AllocateContiguousDmaBuffer は、指定した DMA エンジンにデータ バッファを割り当てます。また、BDL 用にメモリのページを割り当てます。ホスト プロセッサのアーキテクチャによって、通常のページ サイズは、4,096 バイトや 8,192 バイトなどです。データ バッファは、物理メモリの単一の隣接したブロックから成ります。
handle パラメータは、データ バッファと BDL を使用する DMA エンジンを指定します。このルーチンは、DMA エンジンのサイズ、配置、および位置の要件を満たす記憶域を割り当てます。
データ バッファと BDL 用にルーチンが割り当てる記憶域は、初期化されていません。ファンクション ドライバは、BDL に入力してから、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンに BDL を送信する必要があります。また、ファンクション ドライバは、コーデックをプログラムし、データ転送を管理して、ストリーム識別子を認識する必要があります。
正確な間隔で IOC 割り込みを生成するため、ファンクション ドライバは、データ バッファ割り当てを、特定サイズの複数のフラグメントに分割する必要がある場合があります。各フラグメントは、BDL エントリによって記述されます。フラグメントのサイズは、割り込みレートをチューニングするため調整できます。Intel High Definition Audio Specification に従って、各フラグメントは、128 バイトの境界で始まる必要があります。ただし、そのような配置要件は、フラグメントの長さには適用されません。したがって、あるフラグメントの末尾と、次のフラグメントの先頭の間に、ギャップが存在する場合があります。SetupDmaEngineWithBdl を呼び出す際、ファンクション ドライバは、BDL エントリが記述する各フラグメントのサイズの合計を表す、bufferSize パラメータの値を指定する必要があります。このサイズは、AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンの requestedBufferSize パラメータで指定されたバイト数以下になります。
DMA エンジン ハンドルの有効期間中、AllocateContiguousDmaBuffer は、新しい DMA バッファを割り当てるため、連続して呼び出すことができます。ただし、AllocateContiguousDmaBuffer を呼び出す前に、FreeContiguousDmaBuffer を呼び出して、以前に割り当てられた DMA バッファをすべて、まず解放する必要があります。
AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、およびFreeContiguousDmaBuffer への呼び出し中、DMA エンジンは、reset ストリーム状態である必要があります。DMA エンジンは、AllocateXxxDmaEngine の呼び出し直後、reset 状態です。DMA エンジンを run 状態に変更するには、SetDmaEngineState を呼び出します。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
FreeContiguousDmaBuffer を呼び出すことにより、以前に割り当てられた DMA バッファのいずれかが解放されていない場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
AllocateDmaBuffer の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、SetupDmaEngineWithBdl、FreeContiguousDmaBuffer、AllocateDmaBuffer、FreeDmaBuffer、SetDmaEngineState 
AllocateDmaBuffer
AllocateDmaBuffer ルーチンは、システム メモリ内のデータ バッファを DMA エンジンに割り当てます。
AllocateDmaBuffer ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PALLOCATE_DMA_BUFFER)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN SIZE_T  requestedBufferSize,
    OUT PMDL  *bufferMdl,
    OUT SIZE_T  *allocatedBufferSize,
    OUT UCHAR  *streamID,
    OUT ULONG  *fifoSize
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine またはAllocateRenderDmaEngineへの前の呼び出しから取得されました。
requestedBufferSize
要求されたバッファ サイズをバイト単位で指定します。
bufferMdl
割り当てられたバッファを含んでいる物理メモリ ページを取得します。このパラメータは、バッファについて記述するメモリ記述子リスト (MDL) へのポインタをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PMDL 変数をポイントします。
allocatedBufferSize
割り当てられたバッファ サイズをバイト単位で取得します。このパラメータは、割り当てられたバッファのサイズをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた SIZE_T 変数をポイントします。
streamID
ストリーム識別子を取得します。このパラメータは、ルーチンがストリームに割り当てるストリーム識別子を書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。
fifoSize
DMA エンジンの FIFO サイズをバイト単位で取得します。このパラメータは、FIFO サイズをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てたULONG 変数をポイントします。
戻り値
呼び出しが成功した場合、AllocateDmaBuffer は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	バッファ割り当てが失敗したことを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	ハンドル パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_DEVICE_NOT_READY
	ハードウェア プログラムがタイムアウトしたことを示します。これが生じた場合、ハードウェアは危険にさらされた状態の可能性があります。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに既に割り当てられていることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
AllocateDmaBuffer ルーチンは、FreeDmaBuffer ルーチンと共に使用されます。これら 2 つのルーチンは、HD Audio DDI のHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンでは利用できません。この DDI には、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer の各ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateDmaBuffer および FreeDmaBuffer と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用する SetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBuffer は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。
DMA エンジンがパラメータ requestedBufferSize で要求されたサイズのバッファを使用できない場合、ルーチンは、要求されたサイズにできるだけ近いバッファを割り当てます。
オーディオまたはモデム コーデックのファンクション ドライバは、コーデックをプログラムし、データ転送を管理して、ストリーム識別子を認識する必要があります。
このルーチンは、バッファを含む物理メモリ ページを一覧で示す MDL を出力します。バッファのベース アドレスは、一覧内の最初の物理ページの先頭と一致します。
DMA エンジン ハンドルの有効期間中、AllocateDmaBuffer は、新しい DMA バッファを割り当てるため、連続して呼び出すことができます。ただし、AllocateDmaBuffer を呼び出す前に、FreeDmaBuffer を呼び出して、以前に割り当てられた DMA バッファをすべて、まず解放する必要があります。
AllocateDmaBuffer および FreeDmaBuffer への呼び出し中、DMA エンジンは、reset ストリーム状態である必要があります。DMA エンジンは、AllocateXxxDmaEngine の呼び出し直後、reset 状態です。DMA エンジンを run 状態に変更するには、SetDmaEngineState を呼び出します。
FIFO サイズは、DMA エンジンがその内部バッファに保持できる最大バイト数です。ハードウェア実装によって、DMA エンジンの FIFO サイズは、静的であることも、ストリーム形式の変更に応じて動的に変化することもできます。FIFO サイズの詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
FreeDmaBuffer を呼び出すことにより、以前に割り当てられた DMA バッファのいずれかが解放されていない場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
Windows Vista およびそれ以降のバージョンで、WaveRT ミニポート ドライバは、KSPROPERTY_RTAUDIO_BUFFER プロパティ要求を受信すると、このルーチンを呼び出します。Windows XP や Windows 2000 など、以前のオペレーティング システムでは、WDM オーディオ ドライバは、NewStream メソッド (ピン作成時) または SetFormat メソッド (HD Audio DDI のAllocateXxxDmaEngine ルーチンのいずれかを呼び出した後) の実行中、このルーチンを呼び出します。詳細については、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWavePci::NewStream メソッドとIMiniportWavePciStream::SetFormat メソッドの説明を参照してください。
AllocateDmaBuffer の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、SetupDmaEngineWithBdl、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、FreeDmaBuffer、FreeDmaEngine、SetDmaEngineState 
AllocateDmaBufferWithNotification
AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンは、システム メモリ内のデータ バッファを DMA エンジンに割り当てます。
AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PALLOCATE_DMA_BUFFER_WITH_NOTIFICATION)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN ULONG  notificationCount
    IN SIZE_T  requestedBufferSize,
    OUT PMDL  *bufferMdl,
    OUT SIZE_T  *allocatedBufferSize,
    OUT UCHAR  *streamID,
    OUT ULONG  *fifoSize
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine またはAllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
notificationCount
オーディオ バッファを通じた DMA の進行に基づき、必要な通知の数を指定します。現在、値 1 と 2 がサポートされています。値が 1 の場合、循環オーディオ バッファが完了し、DMA が先頭に戻るごとに、登録した通知イベントがすべてシグナルされます。値が 2 の場合、DMA がオーディオ バッファの中間点と終端 (ラップアラウンド ポイント) を過ぎるとき、登録した通知イベントがすべて通知されます。
requestedBufferSize
要求されたバッファ サイズをバイト単位で指定します。
bufferMdl
割り当てられたバッファを含んでいる物理メモリ ページを取得します。このパラメータは、バッファについて記述するメモリ記述子リスト (MDL) へのポインタをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PMDL 変数をポイントします。
allocatedBufferSize
割り当てられたバッファ サイズをバイト単位で取得します。このパラメータは、割り当てられたバッファのサイズをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた SIZE_T 変数をポイントします。
streamID
ストリーム識別子を取得します。このパラメータは、ルーチンがストリームに割り当てるストリーム識別子を書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。
fifoSize
DMA エンジンの FIFO サイズをバイト単位で取得します。このパラメータは、FIFO サイズをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てたULONG 変数をポイントします。
戻り値
呼び出しが成功した場合、AllocateDmaBufferWithNotification は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	バッファ割り当てが失敗したことを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	ハンドル パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_DEVICE_NOT_READY
	ハードウェア プログラムがタイムアウトしたことを示します。これが生じた場合、ハードウェアは危険にさらされた状態の可能性があります。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに既に割り当てられていることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンは、FreeDmaBufferWithNotification ルーチンと共に使用されます。これら 2 つのルーチンは、HD Audio DDI のHDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンでのみ利用可能です。この DDI には、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer の各ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateDmaBufferWithNotification および FreeDmaBufferWithNotification と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用するSetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBufferWithNotification は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。
DMA エンジンがパラメータ requestedBufferSize で要求されたサイズのバッファを使用できない場合、ルーチンは、要求されたサイズにできるだけ近いバッファを割り当てます。
オーディオまたはモデム コーデックのファンクション ドライバは、コーデックをプログラムし、データ転送を管理して、ストリーム識別子を認識する必要があります。
このルーチンは、バッファを含む物理メモリ ページを一覧で示す MDL を出力します。バッファのベース アドレスは、一覧内の最初の物理ページの先頭と一致します。
DMA エンジン ハンドルの有効期間中、AllocateDmaBufferWithNotification は、新しい DMA バッファを割り当てるため、連続して呼び出すことができます。ただし、AllocateDmaBufferWithNotification を呼び出す前に、FreeDmaBufferWithNotification を呼び出して、以前に割り当てられた DMA バッファをすべて、まず解放する必要があります。
AllocateDmaBufferWithNotification およびFreeDmaBufferWithNotification への呼び出し中、DMA エンジンは、reset ストリーム状態である必要があります。DMA エンジンは、AllocateXxxDmaEngine の呼び出し直後、reset 状態です。DMA エンジンを run 状態に変更するには、SetDmaEngineState を呼び出します。
FIFO サイズは、DMA エンジンがその内部バッファに保持できる最大バイト数です。ハードウェア実装によって、DMA エンジンの FIFO サイズは、静的であることも、ストリーム形式の変更に応じて動的に変化することもできます。FIFO サイズの詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
FreeDmaBufferWithNotification を呼び出すことにより、以前に割り当てられた DMA バッファのいずれかが解放されていない場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
Windows Vista およびそれ以降のバージョンで、WaveRT ミニポート ドライバは、KSPROPERTY_RTAUDIO_BUFFER_WITH_NOTIFICATION プロパティ要求を受信すると、このルーチンを呼び出します。詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
AllocateDmaBufferWithNotification の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、SetupDmaEngineWithBdl、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、FreeDmaBufferWithNotification、FreeDmaEngine、SetDmaEngineState 
AllocateRenderDmaEngine
AllocateRenderDmaEngine ルーチンは、レンダ ストリームに DMA エンジンを割り当てます。
AllocateRenderDmaEngine ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PALLOCATE_RENDER_DMA_ENGINE)(
    IN PVOID  context,
    IN PHDAUDIO_STREAM_FORMAT  streamFormat,
    IN BOOLEAN  stripe,
    OUT HANDLE  *handle,
    OUT PHDAUDIO_CONVERTER_FORMAT  converterFormat
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
streamFormat
要求されたストリーム形式を指定します。このパラメータは、ストリームのデータ形式を指定する、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_STREAM_FORMAT 型の構造体をポイントします。
stripe
ストライプを有効にするかどうかを指定します。TRUE の場合、ルーチンは、DMA 転送でのストライプを有効にします。FALSE の場合、ストライプは無効になります。
handle
DMA エンジンへのハンドルを取得します。このパラメータは、DMA エンジンを識別するハンドルをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた HANDLE 変数をポイントします。
converterFormat
コンバータの形式を取得します。このパラメータは、エンコード形式をルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 型の構造体をポイントします。
戻り値
呼び出しが DMA エンジンの予約に成功した場合、AllocateRenderDmaEngine は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_BUFFER_TOO_SMALL
	要求されたストリーム形式をサポートするのに十分な内部 FIFO 記憶域を、DMA エンジンが割り当てられないことを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	DMA エンジンを利用できないか、要求が必要とする帯域幅リソースを利用できないことを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なパラメータ値や無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、レンダ DMA エンジンを割り当て、ストリームのデータ形式を指定します。成功した場合、ルーチンは、DMA エンジンを識別するため呼び出し元が後で使用するハンドルを出力します。
AllocateRenderDmaEngine ルーチンは、ハードウェア リソース (DMA エンジン) を予約しますが、DMA ハードウェアは構成しません。このルーチンを呼び出して DMA エンジンを予約した後、ファンクション ドライバは、DMA エンジンに DMA バッファを割り当てて、バッファを使用するエンジンを構成する必要があります。
HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンを使用する場合、ファンクション ドライバは、AllocateDmaBuffer ルーチンを呼び出して、HD Audio バス ドライバが DMA 転送用のデータ バッファを割り当てるようにし、DMA エンジンをセットアップして、バッファを使用します。 
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンを使用する場合、ファンクション ドライバは、AllocateContiguousDmaBuffer を呼び出し、DMA バッファを割り当て、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンを呼び出し、DMA エンジンをセットアップして、バッファを使用します。
streamFormat パラメータは、キャプチャ ストリームのデータ形式を指定します。AllocateRenderDmaEngine の呼び出し後、ストリームの形式は、ChangeBandwidthAllocation を呼び出して変更できます。
stripe パラメータは、DMA エンジンがストライプを使用して、データ転送を加速するかどうか指定します。詳細については、「ストライプ」を参照してください。
handle パラメータを通じて、ルーチンは、AllocateDmaBuffer、ChangeBandwidthAllocation、FreeDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および SetDmaEngineState への後続の呼び出しで、割り当てられた DMA エンジンを識別するため呼び出し元が使用するハンドルを出力します。ファンクション ドライバは、FreeDmaEngine を呼び出すことによりハンドルを解放します。
converterFormat パラメータを通じて、ルーチンは、出力コンバータをプログラムするため呼び出し元が使用できる、ストリーム記述子の値を出力します。ルーチンは、streamFormat パラメータの情報を、16 ビット整数にエンコードします。詳細については、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT を参照してください。
AllocateRenderDmaEngine の呼び出しに成功した直後、DMA エンジンは、reset ストリーム状態です。SetDmaEngineState を呼び出して、DMA エンジンを、running、paused、または stopped 状態に変更する前に、クライアントはまず、DMA バッファをエンジンに割り当てる必要があります。
WDM オーディオ ドライバは、その NewStream メソッドの実行中、ピンの作成時に、AllocateRenderDmaEngine を呼び出します (たとえば、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWavePci::NewStream メソッドの説明を参照してください)。
AllocateRenderDmaEngine の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、HDAUDIO_STREAM_FORMAT、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT、AllocateDmaBuffer、ChangeBandwidthReservation、FreeDmaEngine 
ChangeBandwidthAllocation
ChangeBandwidthAllocation ルーチンは、HD Audio Link 上の、DMA エンジンの帯域幅割り当てを変更します。
ChangeBandwidthAllocation ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PCHANGE_BANDWIDTH_ALLOCATION)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN PHDAUDIO_STREAM_FORMAT  streamFormat,
    OUT PHDAUDIO_CONVERTER_FORMAT  converterFormat
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine またはAllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
streamFormat
要求されたストリーム形式を指定します。このパラメータは、ストリームのデータ形式を指定する、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_STREAM_FORMAT 型の構造体をポイントします。
converterFormat
コンバータの形式を取得します。このパラメータは、エンコード形式をルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 型の構造体をポイントします。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
戻り値
呼び出しが成功した場合、ChangeBandwidthAllocation は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なポインタや無効なストリーム形式など、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_BUFFER_TOO_SMALL
	要求されたストリーム形式をサポートするのに十分な内部 FIFO 記憶域を、DMA エンジンが割り当てられないことを示します。

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	要求を満たすのに十分な帯域幅を利用できないことを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンにまだ割り当てられていることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
呼び出し元は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine を呼び出すことにより、DMA エンジンの初期帯域幅割り当てを取得します。その後、呼び出し元は、ChangeBandwidthAllocation を呼び出すことにより帯域幅割り当てを変更できます。
converterFormat パラメータを通じて、ルーチンは、入力または出力コンバータをプログラムするため呼び出し元が使用できる、ストリーム記述子の値を出力します。ルーチンは、streamFormat パラメータの情報を、16 ビット整数にエンコードします。詳細については、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT を参照してください。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
FreeDmaBuffer または FreeContiguousDmaBuffer を呼び出すことにより、以前に割り当てられた DMA バッファのいずれかが解放されていない場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
ChangeBandwidthAllocation 呼び出しが失敗した場合、既存の帯域幅予約は有効なままです。呼び出しが成功した場合のみ、帯域幅の割り当ては変化します。
Windows Vista およびそれ以降のバージョンで、ウェーブ ミニポート ドライバは、その SetFormat メソッドの実行中 (HD Audio DDI の AllocateXxxDmaEngine ルーチンのいずれかを呼び出した後)、このルーチンを呼び出します。詳細については、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWaveXxxStream::SetFormat メソッドの説明を参照してください。
ChangeBandwidthAllocation の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、HDAUDIO_STREAM_FORMAT、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、FreeDmaBuffer、FreeContiguousDmaBuffer 
FreeContiguousDmaBuffer
FreeContiguousDmaBuffer ルーチンは、AllocateContiguousDmaBuffer の呼び出しによって割り当てられた、DMA バッファと BDL を解放します。
FreeContiguousDmaBuffer ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PFREE_CONTIGUOUS_DMA_BUFFER)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle
    );

メンバ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
戻り値
呼び出しが成功した場合、FreeContiguousDmaBuffer は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
FreeContiguousDmaBuffer ルーチンは、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンおよび AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンと共に使用されます。これら 3 つのルーチンは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンでのみ利用可能です。この DDI には、AllocateDmaBuffer ルーチンと FreeDmaBuffer ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用するSetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBuffer は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。詳細については、「DDI バージョン間の相違点」を参照してください。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないとき、クライアントが FreeContiguousDmaBuffer を呼び出した場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
FreeContiguousDmaBuffer の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、AllocateDmaBuffer、FreeDmaBuffer 
FreeDmaBuffer
FreeDmaBuffer ルーチンは、AllocateDmaBuffer の呼び出しによって以前に割り当てられた、DMA バッファを解放します。
FreeDmaBuffer ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PFREE_DMA_BUFFER)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
戻り値
呼び出しが成功した場合、FreeDmaBuffer は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
FreeDmaBuffer ルーチンは、AllocateDmaBuffer ルーチンと共に使用されます。これら 2 つのルーチンは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンでのみ利用可能です。この DDI には、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer の各ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateDmaBuffer および FreeDmaBuffer と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用する SetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBuffer は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないとき、クライアントが FreeDmaBuffer を呼び出した場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
FreeDmaBuffer の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
AllocateDmaBuffer、HDAUDIO_BUS_INTERFACE、SetupDmaEngineWithBdl 
FreeDmaBufferWithNotification
FreeDmaBufferWithNotification ルーチンは、AllocateDmaBufferWithNotification の呼び出しによって以前に割り当てられた、DMA バッファを解放します。
FreeDmaBufferWithNotification ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PFREE_DMA_BUFFER_WITH_NOTIFICATION)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN PMDL  bufferMdl,
    IN SIZE_T  bufferSize
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
bufferMdl
バッファ MDL へのポインタ。この値は、AllocateDmaBufferWithNotification への前の呼び出しから取得されました。
bufferSize
解放するバッファのサイズ。この値は、AllocateDmaBufferWithNotification への前の呼び出しから取得されました。
戻り値
呼び出しが成功した場合、FreeDmaBufferWithNotification は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
FreeDmaBufferWithNotification ルーチンは、AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンと共に使用されます。これら 2 つのルーチンは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンでのみ利用可能です。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
バッファが DMA エンジンに現在割り当てられていないとき、クライアントが FreeDmaBufferWithNotification を呼び出した場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
FreeDmaBufferWithNotification の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
AllocateDmaBufferWithNotification、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、SetupDmaEngineWithBdl 
FreeDmaEngine
FreeDmaEngine ルーチンは、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine の呼び出しによって以前に割り当てられた、DMA エンジンを解放します。
FreeDmaEngine ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PFREE_DMA_ENGINE)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、またはHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
戻り値
呼び出しが DMA エンジンの解放に成功した場合、FreeDmaEngine は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	ストリームが reset 状態でないか、バッファが DMA エンジンにまだ割り当てられていることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、AllocateCaptureDmaEngine またはAllocateRenderDmaEngine ルーチンの呼び出しによって以前に予約された、DMA エンジンを解放します。
下記の状況のいずれかの場合、このルーチンは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST を返します。
FreeDmaBuffer または FreeContiguousDmaBuffer を呼び出すことにより、以前に割り当てられた DMA バッファのいずれかが解放されていない場合。
ストリームが reset 以外の状態の場合。
オーディオ ドライバは、このルーチンを呼び出して、ピンを閉じ、ストリームを破棄します。
FreeDmaEngine の呼び出し元は、IRQL <= DISPATCH_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、FreeDmaBuffer、FreeContiguousDmaBuffer 
GetDeviceInformation
GetDeviceInformation ルーチンは、HD Audio コントローラ デバイスに関する情報を取得します。
GetDeviceInformation ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PGET_DEVICE_INFORMATION)(
    IN PVOID  context,
    IN OUT PHDAUDIO_DEVICE_INFORMATION  deviceInformation
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
deviceInformation
HD Audio コントローラ デバイスに関する情報を取得します。このパラメータは、ルーチンがデバイス情報を書き込む、呼び出し元が割り当てた HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION 構造体をポイントします。
戻り値
呼び出しが成功した場合、GetDeviceInformation は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_BUFFER_TOO_SMALL
	deviceInformation バッファの先頭で指定したサイズが小さすぎることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、デバイス依存の静的な情報を取得します。つまり、この情報は、時がたっても動的に変化しません。
deviceInformation パラメータは、ルーチンが HD Audio コントローラに関する情報を書き込む、HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION 構造体を含むバッファへのポインタです。GetDeviceInformation を呼び出す前に、呼び出し元は、バッファを割り当て、バッファのサイズをバッファの先頭の Size メンバにバイト単位で書き込みます。
GetDeviceInformation の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION 

GetLinkPositionRegister
GetLinkPositionRegister ルーチンは、DMA エンジンの link position レジスタへのポインタを取得します。
GetLinkPositionRegister ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PGET_LINK_POSITION_REGISTER)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    OUT PULONG  *position
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
position
link position レジスタへのポインタを取得します。このパラメータは、レジスタへのポインタをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PULONG 変数をポイントします。HD Audio バス ドライバは、レジスタを、ファンクション ドライバがアクセスできるシステム仮想アドレスにマップします。
戻り値
呼び出しが成功した場合、GetLinkPositionRegister は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
詳細については、「wall clock レジスタと link position レジスタ」を参照してください。
GetLinkPositionRegister の呼び出し元は、IRQL <= DISPATCH_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine 
GetResourceInformation
GetResourceInformation ルーチンは、ハードウェア リソースに関する情報を取得します。
GetResourceInformation ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
void
  (*PGET_RESOURCE_INFORMATION)(
    IN PVOID  context,
    OUT UCHAR  *codecAddress,
    OUT UCHAR  *functionGroupStartNode
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
codecAddress
コーデック アドレスを取得します。このパラメータは、コーデック アドレスをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。コーデック アドレスは、コーデックが HD Audio バス コントローラへの応答データを提供する、SDI ラインを識別します。n 個の SDI ピン付きのバス コントローラは、0 から n-1 までのアドレスを持つ n 個のコーデックまでサポートできます。
functionGroupStartNode
ファンクション グループの開始ノード ID を取得します。このパラメータは、ノード ID をルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
戻り値
なし
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
コーデックには、1 つ以上のファンクション グループが含まれています。各ファンクション グループには、開始ノードから順に付けられたノード番号が含まれています。たとえば、ファンクション グループに 3 つのノードが含まれており、開始ノードのノード ID が 9 の場合、ファンクション グループ内の他の 2 つのノードは、ノード ID 10 と 11 です。詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
GetResourceInformation の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 
GetWallClockRegister
GetWallClockRegister ルーチンは、wall clock レジスタへのポインタを取得します。
GetWallClockRegister ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef void
  (*PGET_WALL_CLOCK_REGISTER)(
    IN PVOID  context,
    OUT PULONG  *wallclock
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
wallclock
wall clock レジスタへのポインタを取得します。このパラメータは、レジスタへのポインタをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた PULONG 変数をポイントします。HD Audio バス ドライバは、レジスタを、ファンクション ドライバがアクセスできるシステム仮想アドレスにマップします。
戻り値
なし
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
詳細については、「wall clock レジスタと link position レジスタ」を参照してください。
GetWallClockRegister の呼び出し元は、IRQL <= DISPATCH_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 

RegisterEventCallback
RegisterEventCallback ルーチンは、コーデックからの要請されていない応答のコールバック ルーチンを登録します。
RegisterEventCallback ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PREGISTER_EVENT_CALLBACK)(
    IN PVOID  context,
    IN PHDAUDIO_UNSOLICITED_RESPONSE_CALLBACK  routine,
    IN PVOID  callbackContext,
    OUT UCHAR  *tag
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
routine
コールバック ルーチンへの関数ポインタ。このパラメータは、PHDAUDIO_UNSOLICITED_RESPONSE_CALLBACK 型の、Null でない有効な関数ポインタである必要があります。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
callbackContext
コールバック ルーチンのコンテキスト値を指定します。呼び出し元は、コンテキスト値を PVOID 型にキャストします。指定したタグを含んでいる要請されていない応答をコーデックが生成する場合、HD Audio バス ドライバは、呼び出しパラメータとして、コンテキスト値をコールバック ルーチンに渡します。
tag
要請されていない応答を識別するタグ値を取得します。このパラメータは、タグの値をルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。呼び出し元は、コーデックをプログラムして要請されていない応答を生成する場合、このタグ値を指定する必要があります。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
戻り値
呼び出しがイベントの登録に成功した場合、RegisterEventCallback は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	操作を完了するのに十分なリソースを利用できないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、コーデックからの要請されていない応答のコールバック ルーチンを登録します。ルーチンは、要請されていない応答を識別するタグを出力します。HD Audio バス ドライバが、一致するタグ値を持つ任意のコーデックからの要請されていない応答を受信した場合、ルーチンは、指定したコールバック ルーチンを IRQL DISPATCH_LEVEL で呼び出し、指定したコンテキスト値を、呼び出しパラメータとしてルーチンに渡します。
RegisterEventCallback への呼び出し後、ファンクション ドライバは、コーデックをプログラムし、指定したタグを含む要請されていない応答を生成する必要があります。
ルーチンは、登録した各コールバック ルーチンに、一意なタグを割り当てます。コールバック ルーチンが登録されている限り、タグとコールバック ルーチン間の一意な関連付けは、持続します。ファンクション ドライバは、UnregisterEventCallback を呼び出すことにより、コールバック ルーチンの登録を削除できます。
現在、バス ドライバは、1 つのコーデックごとに最大 64 個の一意なタグを提供できます。
callback パラメータは、ファンクション ドライバ内のコールバック ルーチンへの関数ポインタです。このコールバック ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef VOID
    (*PHDAUDIO_UNSOLICITED_RESPONSE_CALLBACK)
      (HDAUDIO_CODEC_RESPONSE, PVOID);

最初の呼び出しパラメータは、コマンドに対するコーデックの応答を指定する、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 型の構造体です。この構造体は、値によって渡されます。2 つ目の呼び出しパラメータは、RegisterEventCallback に以前渡された、callbackContext の値です。HD Audio バス ドライバは、IRQL DISPATCH_LEVEL でコールバック ルーチンを呼び出します。
RegisterEventCallback の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、UnregisterEventCallback、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 

RegisterNotificationEvent
RegisterNotificationEvent ルーチンは、DMA 進行通知を受信できるよう、カーネル イベントを登録します。
RegisterNotificationEvent ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PREGISTER_NOTIFICATION_EVENT)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN PKEVENT  notificationEvent 
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
notificationEvent
DMA が進行するにつれ通知されるカーネル イベントへのポインタ。AllocateDmaBufferWithNotification で使用される通知カウント パラメータによって、登録したイベントは、DMA がオーディオ バッファを通過するたびに、1 回または 2 回シグナルされます。
戻り値
呼び出しがイベントの登録に成功した場合、RegisterNotificationEvent は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INSUFFICIENT_RESOURCES
	操作を完了するのに十分なリソースを利用できないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、HD Audio バス ドライバを使用してカーネル イベントを登録します。HD Audio バス ドライバは、各 DMA エンジンに登録した通知イベントの一覧を維持し、エンジンが IOC 割り込みを受信するごとに、エンジンにシグナルします。イベントは、UnregisterNotificationEvent を使用して、登録解除されます。
RegisterNotificationEvent の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、UnregisterEventCallback
SetDmaEngineState
SetDmaEngineState ルーチンは、1 つ以上の DMA エンジンの状態を、running、stopped、paused、または reset 状態に設定します。
SetDmaEngineState ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PSET_DMA_ENGINE_STATE)(
    IN PVOID  context,
    IN HDAUDIO_STREAM_STATE  streamState,
    IN ULONG  numberOfHandles,
    IN HANDLE  *handles
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
streamState
新しいストリーム状態を指定します。このパラメータを、下記の HDAUDIO_STREAM_STATE 列挙値のいずれかに設定します。
PauseState (paused)
ResetState (reset)
RunState (running)
StopState (stopped)
現在の実装では、PauseState と StopState は、同じハードウェア状態を表します。
numberOfHandles
handles 配列内のハンドルの数を指定します。このパラメータは、ゼロでない値に設定してください。
handles
DMA エンジンへのハンドルの配列へのポインタ。このパラメータには、Null 以外の値を指定してください。
戻り値
呼び出しが DMA エンジンの状態変更に成功した場合、SetDmaEngineState は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INVALID_HANDLE
	ハンドルのいずれかが無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なパラメータ値や無効なポインタなど、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	バッファが DMA エンジンのいずれにも現在割り当てられていないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、1 つ以上の DMA エンジンの状態を、streamState パラメータが指定する状態に変更します。ルーチンは、handles 配列内のハンドルが識別する、すべての DMA エンジンの状態遷移を同期させます。詳細については、「複数のストリームを同期させる」を参照してください。
このルーチンを呼び出す前に、handles 配列内の各 DMA エンジンをセットアップします。
HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンを使用する場合、AllocateDmaBuffer を呼び出して、DMA エンジンをセットアップします。
DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンを使用する場合、SetupDmaEngineWithBdl を呼び出して、DMA エンジンをセットアップします。
DMA バッファが、handles 配列内のどの DMA エンジンにも現在割り当てられていない場合、ストリームを reset 以外の状態に変更しようとすると、SetDmaEngineState 呼び出しは失敗し、エラー コード STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST が返ります。
ストリームの状態は、running と reset 間では、直接遷移できません。代わりに、ストリームは、中間状態である paused または stopped をまず通過する必要があります。
ストリームの状態は、running または reset の状態から、paused または stopped に直接変更できます。
ストリームの状態は、paused または stopped の状態から、running またはreset に直接変更できます。
WDM オーディオ ドライバは、その SetState メソッドの呼び出し中に、このルーチンを呼び出します (たとえば、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWaveRTStream::SetState メソッドの説明を参照してください)。
SetDmaEngineState の呼び出し元は、IRQL <= DISPATCH_LEVEL で動作している必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、AllocateDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl 
SetupDmaEngineWithBdl
SetupDmaEngineWithBdl ルーチンは、DMA エンジンをセットアップして、呼び出し元が割り当てた DMA バッファを使用します。
SetupDmaEngineWithBdl ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PSETUP_DMA_ENGINE_WITH_BDL)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN ULONG  bufferSize,
    IN ULONG  lvi,
    IN PHDAUDIO_BDL_ISR  isr,
    IN VOID  *callbackContext, 
    OUT UCHAR  *streamID,
    OUT UINT  *fifoSize
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
bufferSize
bdl 配列が記述する DMA バッファのサイズをバイト単位で指定します。
lvi
最後の有効なインデックス (LVI) を指定します。このパラメータには、BDL 内の最後の有効なバッファ記述子に対するインデックスが含まれています。DMA エンジンは、この記述子を処理した後、一覧内の最初の記述子に戻り、処理を続行します。BDL が n 個の記述子を含んでいる場合、それらは、0 から n-1 まで番号が付いています。lvi の値は、1 以上である必要があります。つまり、DMA エンジンが操作を開始するには、BDL に 2 つ以上の有効なエントリが含まれている必要があります。
isr
呼び出し元の ISR への関数ポインタ。呼び出し元が、BDL 内の 1 つ以上のバッファ記述子で IOC ビットを設定すると、IOC 割り込みがストリームで生じるごとに、HD Audio バス ドライバは ISR を呼び出します。このパラメータは、HDAUDIO_BDL_ISR 型の関数ポインタです。これは、下記の「コメント」セクションで定義されています。
callbackContext
HD Audio バス ドライバが ISR に渡すコンテキスト値を指定します。
streamID
ストリーム識別子を取得します。このパラメータは、ルーチンがストリームに割り当てるストリーム識別子を書き込む、呼び出し元が割り当てた UCHAR 変数をポイントします。
fifoSize
DMA エンジンの FIFO サイズをバイト単位で取得します。このパラメータは、FIFO サイズをルーチンが書き込む、呼び出し元が割り当てた UINT 変数をポイントします。
戻り値
呼び出しが成功した場合、SetupDmaEngineWithBdl は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードの一部を示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_UNSUCCESSFUL
	高すぎる IRQL で呼び出し元が動作していることを示します。

	STATUS_INVALID_HANDLE
	handle パラメータ値が無効であることを示します。

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	無効なポインタや無効なストリーム形式など、パラメータ値のいずれかが正しくないことを示します。

	STATUS_DEVICE_NOT_READY
	ハードウェア プログラムがタイムアウトしたことを示します。これが生じた場合、ハードウェアは危険にさらされた状態の可能性があります。

	STATUS_INVALID_DEVICE_REQUEST
	DMA デバイスまたは DMA バッファが割り当てられていないか、ストリームが reset 状態でないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
SetupDmaEngineWithBdl ルーチンは、AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンおよび FreeContiguousDmaBuffer ルーチンと共に使用されます。これら 3 つのルーチンは、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンでのみ利用可能です。この DDI には、AllocateDmaBuffer ルーチンと FreeDmaBuffer ルーチンが含まれていません。これらは、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer と共に使用されることはありません。DMA エンジンを構成して以前に割り当てられた DMA バッファを使用する SetupDmaEngineWithBdl と異なり、AllocateDmaBuffer は、DMA バッファを割り当てたうえで、DMA エンジンを構成してバッファを使用します。
呼び出し元は、AllocateContiguousDmaBuffer を呼び出し、バッファ内の物理メモリ ページを記述する DMA バッファと BDL の両方に対し、システム メモリ内の記憶域を割り当てる必要があります。BDL エントリは、物理的に隣接したメモリ内に存在する必要があります。BDL とバッファ メモリは、Intel High Definition Audio Specification で説明されている配置要件を満たす必要があります。
BDL と、BDL が記述するバッファ メモリの両方は、DMA 操作中、有効な状態を保つ必要があります。SetupDmaEngineWithBdl への呼び出し後、BDL とバッファ メモリは、DMA エンジンがバッファを使用している間中、有効な状態を保つ必要があります。ファンクション ドライバが SetupDmaEngineWithBdl を再び呼び出してバッファを置換するか、FreeDmaEngine を呼び出して DMA エンジンを解放するまで、DMA エンジンはバッファを使用します。ファンクション ドライバは、バッファと BDL が不要になった場合、FreeContigousDmaBuffer を呼び出して、これらを解放する必要があります。
バッファにメモリを割り当てる際、呼び出し元は、BDL が指定する物理的に隣接したメモリ ブロックのアドレス、長さ、および配置のハードウェアの制約をすべて満たす必要があります。したがって、バス コントローラとシステム ハードウェアの知識を十分備えたクライアントのみが、SetupDmaEngineWithBdl ルーチンを使用する必要があります。
クライアントは、SetupDmaEngineWithBdl を呼び出して DMA エンジンを構成する前に、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine を呼び出して、DMA エンジンを割り当てる必要があります。handle パラメータは、AllocateXxxDmaEngine への前の呼び出しから得られた値です。
呼び出し元は、コーデックをプログラムし、データ転送を管理して、ストリーム識別子を認識する必要があります。
WDM オーディオ ドライバは、その NewStream メソッドの実行中、ピンの作成時に、このルーチンを呼び出します (たとえば、Windows DDK ドキュメントで、IMiniportWavePci::NewStream メソッドの説明を参照してください)。
SetupDmaEngineWithBdl の呼び出し後、DMA エンジンは、reset 状態です。DMA エンジンを開始するには、SetDmaEngineState を呼び出します。
パラメータ isr は、IOC 割り込みがストリームに生じるごとに、HD Audio バス ドライバが ISR を呼び出すことを指定します。このパラメータは、HDAUDIO_BDL_ISR 型の関数ポインタです。これは、次のように定義されています。
VOID (*PHDAUDIO_BDL_ISR)(IN VOID *context,
    IN ULONG interruptBitMask);

HD Audio バス ドライバは、前の SetupDmaEngineWithBdl 呼び出しの context パラメータでクライアントが指定したのと同じ context 値で、ISR を呼び出します。interruptBitMask パラメータには、割り込みの理由を示す、HD Audio コントローラ デバイスのストリーム状態レジスタの各ビットが含まれています。下記の表は、interruptBitMask の各ビットの意味を示します。
	ビット番号
	意味

	31:5
	未使用。

	4 
	記述子エラー (DESE)。エラーがバッファ記述子のフェッチ中に起きた場合、HD Audio コントローラは、DESE ビットを 1 に設定します。

	3
	FIFO エラー (FIFOE)。出力ストリームでのオーバーランや入力ストリームでのアンダーランなど、FIFO エラーが生じた場合、HD Audio コントローラは、FIFOE ビットを 1 に設定します。

	2
	バッファ完了割り込み状態 (BCIS)。バッファ記述子のコマンド バイトの IOC ビットが 1 に設定されている場合、バッファの最後のサンプルの処理後、HD Audio コントローラは、BCIS ビットを 1 に設定します。

	1:0
	未使用。


HD Audio バス ドライバは、未使用のビットをゼロに設定します。IOC 割り込みの発生を前提とするのではなく、ISR は、interruptBitMask パラメータを常にチェックして、ストリーム エラーが起きたかどうか判定する必要があります。前の表で示した割り込み状態ビットの詳細については、Intel High Definition Audio Specification のストリーム状態レジスタの説明を参照してください。
FIFO サイズは、任意の時点で、DMA エンジンがその内部バッファに保持できる最大バイト数です。ハードウェア実装によって、DMA エンジンの FIFO サイズは、静的であることも、ストリーム形式の変更に応じて動的に変化することもできます。FIFO サイズの詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
SetupDmaEngineWithBdl の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
呼び出し元は、非ページ プールから、バッファ メモリと BDL を割り当てる必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR、AllocateDmaBuffer、FreeDmaBuffer、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、SetDmaEngineState 
TransferCodecVerbs
TransferCodecVerbs ルーチンは、1 つ以上のコマンドをコーデックに転送し、それらのコマンドに対する応答を取得します。
TransferCodecVerbs ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PTRANSFER_CODEC_VERBS)(
    IN PVOID  context,
    IN ULONG  count,
    IN OUT PHDAUDIO_CODEC_TRANSFER  codecTransfer,
    IN PHDAUDIO_TRANSFER_COMPLETE_CALLBACK  callback,
    IN PVOID  callbackContext
    );
パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
count
codecTransfer 配列内の要素の数を指定します。
codecTransfer
HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体の配列へのポインタ。各配列要素は、呼び出し元からの出力コマンド、およびコーデックからの対応する入力応答の両方に対する記憶域を含んでいる構造体です。
callback
コールバック ルーチンへの関数ポインタ。このパラメータは、HDAUDIO_TRANSFER_COMPLETE_CALLBACK 型の関数ポインタです。このパラメータは、Null として指定できます。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
callbackContext
コールバック ルーチンのコンテキスト値。呼び出し元は、コンテキスト値を PVOID 型にキャストします。コマンドを非同期に完了した後、HD Audio バス ドライバは、呼び出しパラメータとして、コンテキスト値をコールバック ルーチンに渡します。
戻り値
呼び出しが成功した場合、TransferCodecVerbs は STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_NO_MEMORY
	非ページ メモリの不足により、コマンド キューに要求を追加できなかったことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンは、1 つ以上のコーデック コマンドを、HD Audio バス ドライバに送信します。バス ドライバは、コマンドをコーデックに発行し、コマンドに対するコーデックの応答を取得して、応答を呼び出し元に出力します。
呼び出し元は、HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体の配列内にコマンドを指定します。各構造体には、コマンド、およびそのコマンドに対するコーデックの応答の、両方の記憶域が含まれています。TransferCodecVerbs を呼び出す前に、呼び出し元は、配列の各構造体内にコマンドを入力します。各コマンドの完了時に、HD Audio バス ドライバは、コーデックの応答を取得し、それを構造体に書き込みます。最後のコマンドの完了後、呼び出し元は、配列から応答を読み取ることができます。
このルーチンは、同期的または非同期的に動作できます。
呼び出し元が入力パラメータ callback の値に Null を指定した場合、HD Audio バス ドライバは、codecTransfer 配列内の各コマンドを同期的に完了します。(つまり、このルーチンは、コーデックがすべてのコマンドを処理し、それらのコマンドに対する応答が利用可能になった場合のみ、戻ります。)
呼び出し元が callback パラメータに Null 以外の値を指定した場合、このルーチンは非同期に動作します。(つまり、このルーチンは、コーデックがすべてのコマンドを処理するまで待たず、コマンドをその内部キューに追加した直後に戻ります。)コーデックがコマンドを処理した後、HD Audio バス ドライバは、コールバック ルーチンを呼び出します。非同期の場合、呼び出し元は、バス ドライバがコールバック ルーチンを呼び出す前に、コマンドへの応答を読み取ろうとしてはなりません。
callback パラメータの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef void
  (*PHDAUDIO_TRANSFER_COMPLETE_CALLBACK)
      (HDAUDIO_CODEC_TRANSFER *, PVOID);

最初の呼び出しパラメータは、コーデック コマンドおよびコールバックをトリガした応答を含んでいる、codecTransfer 配列要素へのポインタです。第 2 の呼び出しパラメータは、TransferCodecVerbs ルーチンの callbackContext パラメータで前に指定されたのと同じコンテキスト値です。
成功した場合、TransferCodecVerbs は STATUS_SUCCESS を返します。この状態コードの意味は、ルーチンが同期的または非同期的のどちらで動作するかによって異なります。
同期的の場合 (コールバックが Null)、STATUS_SUCCESS は、バス ドライバがコーデックに対するすべてのコマンドを codecTransfer 配列内に持っており、ルーチンが、それらのコマンドへの応答をすべて配列に書き込んだことを意味します。ただし、呼び出し元は、個々の応答をチェックして、それらが有効かどうか判定する必要があります。個々の応答は、コーデック タイムアウトや FIFO オーバーランにより、無効な場合があります。
非同期の場合 (コールバックが Null 以外)、STATUS_SUCCESS は、ルーチンがコマンドを HD Audio バス ドライバの内部キューに正常に追加したことのみを意味します。呼び出し元は、バス ドライバが callback ルーチンを呼び出すまで、これらのコマンドへの応答を読み取ろうとしてはなりません。
FIFO オーバーランにより応答が無効な場合、考えられる原因は、コーデックがコマンドに応答したが、不十分なサイズの RIRB により、応答が失われたというものです。FIFO オーバーランが無効な応答の原因で "ない" 場合、コーデックが時間内に応答しなかった (タイムアウトした) ので、障害が起きたと思われます。この場合、呼び出し元は、コマンドがコーデックに到達しなかったと仮定できます。
callback パラメータが Null の場合、呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。callback が Null 以外の場合、呼び出し元は、IRQL <= DISPATCH_LEVEL で TransferCodecVerbs を呼び出すことができます。その場合、その呼び出しは、コーデックがすべてのコマンドを処理するのを待たずに、すぐに戻ります。コマンドの完了後、HD Audio バス ドライバは、IRQL DISPATCH_LEVEL で callback ルーチンを呼び出します。
呼び出し元は、非ページ プールから、codecTransfer 配列を割り当てる必要があります。
参照
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL、HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 

UnregisterEventCallback
UnregisterEventCallback ルーチンは、RegisterEventCallback への呼び出しで前に登録されたイベント コールバックの登録を削除します。
UnregisterEventCallback ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PUNREGISTER_EVENT_CALLBACK)(
    IN PVOID  context,
    IN UCHAR  tag
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2、または HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
tag
RegisterEventCallback への前の呼び出しによって、コールバックと関連付けられたタグ値を指定します。
戻り値
呼び出しが DMA エンジンの状態変更に成功した場合、UnregisterEventCallback は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	指定されたタグが有効でないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
このルーチンを呼び出す前に、ファンクション ドライバは、コーデックをプログラムし、指定されたタグとコールバックとの関連付けを削除する必要があります。
UnregisterEventCallback の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
RegisterEventCallback、HDAUDIO_ BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 

UnregisterNotificationEvent
UnregisterNotificationEvent ルーチンは、RegisterNotificationEvent への呼び出しで前に登録されたイベントの登録を削除します。
UnregisterNotificationEvent ルーチンの関数ポインタ型は、次のように定義されます。
typedef NTSTATUS
  (*PUNREGISTER_NOTIFICATION_EVENT)(
    IN PVOID  context,
    IN HANDLE  handle,
    IN PKEVENT  notificationEvent 
    );

パラメータ
context
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体の Context メンバからコンテキスト値を指定します。
handle
DMA エンジンを識別するハンドル。このハンドル値は、AllocateCaptureDmaEngine または AllocateRenderDmaEngine への前の呼び出しから取得されました。
notificationEvent
RegisterNotificationEvent への呼び出しにより、DMA 進行通知用に前に登録されたカーネル イベントへのポインタ。
戻り値
呼び出しが通知イベントの登録削除に成功した場合、UnregisterNotificationEvent は、STATUS_SUCCESS を返します。それ以外の場合、ルーチンは、該当するエラー コードを返します。下記の表は、可能性のあるリターン状態コードを示します。
	エラー コード
	説明

	STATUS_INVALID_PARAMETER
	指定されたタグが有効でないことを示します。


ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
UnregisterNotificationEvent の呼び出し元は、IRQL PASSIVE_LEVEL で動作している必要があります。
参照
RegisterNotificationEvent、HDAUDIO_ BUS_INTERFACE_V2
構造体の型
HD Audio DDI のどちらのバージョンの各ルーチンも、下記の種類の構造体を使用します。
HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR
HDAUDIO_BUS_INTERFACE
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL
HDAUDIO_CODEC_COMMAND
HDAUDIO_CODEC_RESPONSE
HDAUDIO_CODEC_TRANSFER
HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT
HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION
HDAUDIO_STREAM_FORMAT
HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR
HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR 構造体は、バッファ記述子を指定します。バッファ記述子は、BDL のエントリです。
typedef struct _HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR
{
  PHYSICAL_ADDRESS  Address;
  ULONG  Length;
  ULONG  InterruptOnCompletion;
} HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR, *PHDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR;

メンバ
Address
物理的に隣接したバッファのフラグメントの開始アドレスを指定します。32 ビット アドレスの場合、アドレスを右に揃える必要があり、メンバの 32 最上位ビット (MSB) は、ゼロである必要があります。
Length
バッファ フラグメントのサイズをバイト単位で指定します。
InterruptOnCompletion
バッファ フラグメントの転送完了時に、DMA エンジンが割り込みを生成する必要があるかどうか指定します。値が 1 の場合、割り込みが有効になります。値が 0 の場合、無効になります。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
BDL は、HDAUDIO_BUFFER_DESCRIPTOR 構造体の配列です。各構造体は、物理的に隣接したバッファ フラグメントを指定します。BDL は、バッファを構成するすべてのフラグメントを指定します。
Address メンバには、バッファ フラグメントの開始場所の物理メモリ アドレスが含まれています。Length メンバは、フラグメントに含まれている物理的に隣接したメモリのバイト数を指定します。
バッファ フラグメントとの間の DMA 転送中、InterruptOnCompletion ビットが設定されている場合、DMA エンジンは、転送の完了時に割り込みを生成します。
この構造体は、AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンと SetupDmaEngineWithBdl ルーチンによって使用されます。
BDL の詳細については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
参照
SetupDmaEngineWithBdl 



HDAUDIO_BUS_INTERFACE
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体は、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE バージョンのルーチンを呼び出すため、クライアントが必要とする情報を指定します。この DDI の別のバリエーションは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体によって指定されます。
typedef struct _HDAUDIO_BUS_INTERFACE
{
  USHORT  Size;
  USHORT  Version;
  PVOID  Context;
  PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference;
  PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference;

PTRANSFER_CODEC_VERBS  TransferCodecVerbs;
  PALLOCATE_CAPTURE_DMA_ENGINE  AllocateCaptureDmaEngine;
  PALLOCATE_RENDER_DMA_ENGINE  AllocateRenderDmaEngine;
  PCHANGE_BANDWIDTH_ALLOCATION  ChangeBandwidthAllocation;
  PALLOCATE_DMA_BUFFER  AllocateDmaBuffer;
  PFREE_DMA_BUFFER  FreeDmaBuffer;
  PFREE_DMA_ENGINE  FreeDmaEngine;
  PSET_DMA_ENGINE_STATE  SetDmaEngineState;
  PGET_WALL_CLOCK_REGISTER  GetWallClockRegister;
  PGET_LINK_POSITION_REGISTER  GetLinkPositionRegister;
  PREGISTER_EVENT_CALLBACK  RegisterEventCallback;
  PUNREGISTER_EVENT_CALLBACK  UnregisterEventCallback;
  PGET_DEVICE_INFORMATION  GetDeviceInformation;
  PGET_RESOURCE_INFORMATION  GetResourceInformation;
} HDAUDIO_BUS_INTERFACE, *PHDAUDIO_BUS_INTERFACE;
メンバ
Size 

HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体のサイズをバイト単位で指定します。
Version 

ベースライン HD Audio DDI のバージョンを指定します。
Context 

インターフェイス固有のコンテキスト情報へのポインタ。 

InterfaceReference 

インターフェイスの参照カウントを増やす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ
InterfaceDereference 

インターフェイスの参照カウントを減らす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ
TransferCodecVerbs
TransferCodecVerbs ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateRenderDmaEngine
AllocateRenderDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
ChangeBandwidthAllocation
ChangeBandwidthAllocation ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateDmaBuffer
AllocateDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaBuffer
FreeDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaEngine
FreeDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
SetDmaEngineState
SetDmaEngineState ルーチンへの関数ポインタ。
GetWallClockRegister
GetWallClockRegister ルーチンへの関数ポインタ。
GetLinkPositionRegister
GetLinkPositionRegister ルーチンへの関数ポインタ。
RegisterEventCallback
RegisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
UnregisterEventCallback
UnregisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
GetDeviceInformation
GetDeviceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
GetResourceInformation
GetResourceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
HD Audio DDI について HD Audio バス ドライバを照会するクライアントに対し、IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL は、この構造体を使用してインターフェイス情報を提供します。この DDI の別のバリエーションは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体によって指定されます。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体と HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体は似ていますが、下記の点が異なっています。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE には、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL に存在しない 2 つのメンバ、AllocateDmaBuffer と FreeDmaBuffer があります。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL には、HDAUDIO_BUS_INTERFACE に存在しない 3 つのメンバ、AllocateContiguousDmaBuffer、FreeContiguousDmaBuffer、および SetupDmaEngineWithBdl があります。
詳細については、「DDI バージョン間の相違点」を参照してください。
最初の 5 つのメンバ (Size、Version、Context、InterfaceReference、および InterfaceDereference) の名前と定義は、INTERFACE 構造体と同じです。残りのメンバは、ベースライン HD Audio DDI に固有で、DDI の各ルーチンへの関数ポインタを指定します。詳細については、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE DDI オブジェクトを取得する」を参照してください。
参照
TransferCodecVerbs、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、ChangeBandwidthAllocation、AllocateDmaBuffer、FreeDmaBuffer、FreeDmaEngine、SetDmaEngineState、GetWallClockRegister、GetLinkPositionRegister、RegisterEventCallback、UnregisterEventCallback、GetDeviceInformation、GetResourceInformation、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体は、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 バージョンのルーチンを呼び出すため、クライアントが必要とする情報を指定します。この構造体によって表されるインターフェイスは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE のすべての機能と、DMA ドリブンの柔軟なイベント通知をサポートする追加機能を提供します。
typedef struct _HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2
{
  USHORT  Size;
  USHORT  Version;
  PVOID  Context;
  PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference;
  PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference;

PTRANSFER_CODEC_VERBS  TransferCodecVerbs;
  PALLOCATE_CAPTURE_DMA_ENGINE  AllocateCaptureDmaEngine;
  PALLOCATE_RENDER_DMA_ENGINE  AllocateRenderDmaEngine;
  PCHANGE_BANDWIDTH_ALLOCATION  ChangeBandwidthAllocation;
  PALLOCATE_DMA_BUFFER  AllocateDmaBuffer;
  PFREE_DMA_BUFFER  FreeDmaBuffer;
  PFREE_DMA_ENGINE  FreeDmaEngine;
  PSET_DMA_ENGINE_STATE  SetDmaEngineState;
  PGET_WALL_CLOCK_REGISTER  GetWallClockRegister;
  PGET_LINK_POSITION_REGISTER  GetLinkPositionRegister;
  PREGISTER_EVENT_CALLBACK  RegisterEventCallback;
  PUNREGISTER_EVENT_CALLBACK  UnregisterEventCallback;
  PGET_DEVICE_INFORMATION  GetDeviceInformation;
  PGET_RESOURCE_INFORMATION  GetResourceInformation;
  PALLOCATE_DMA_BUFFER_WITH_NOTIFICATION  AllocateDmaBufferWithNotification;
  PFREE_DMA_BUFFER_WITH_NOTIFICATION  FreeDmaBufferWithNotification;
  PREGISTER_NOTIFICATION_EVENT  RegisterNotificationEvent;
  PUNREGISTER_NOTIFICATION_EVENT  UnregisterNotificationEvent;
} HDAUDIO_BUS_INTERFACE, *PHDAUDIO_BUS_INTERFACE;
メンバ
Size 

HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体のサイズをバイト単位で指定します。
Version 

ベースライン HD Audio DDI のバージョンを指定します。
Context 

インターフェイス固有のコンテキスト情報へのポインタ。 

InterfaceReference 

インターフェイスの参照カウントを増やす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ
InterfaceDereference 

インターフェイスの参照カウントを減らす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ
TransferCodecVerbs
TransferCodecVerbs ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateRenderDmaEngine
AllocateRenderDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
ChangeBandwidthAllocation
ChangeBandwidthAllocation ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateDmaBuffer
AllocateDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaBuffer
FreeDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaEngine
FreeDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
SetDmaEngineState
SetDmaEngineState ルーチンへの関数ポインタ。
GetWallClockRegister
GetWallClockRegister ルーチンへの関数ポインタ。
GetLinkPositionRegister
GetLinkPositionRegister ルーチンへの関数ポインタ。
RegisterEventCallback
RegisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
UnregisterEventCallback
UnregisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
GetDeviceInformation
GetDeviceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
GetResourceInformation
GetResourceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateDmaBufferWithNotification
AllocateDmaBufferWithNotification ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaBufferWithNotification
FreeDmaBufferWithNotification ルーチンへの関数ポインタ。
RegisterNotificationEvent
RegisterNotificationEvent ルーチンへの関数ポインタ。
UnregisterNotificationEvent
UnregisterNotificationEvent ルーチンへの関数ポインタ。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
HD Audio DDI について HD Audio バス ドライバを照会するクライアントに対し、IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL は、この構造体を使用してインターフェイス情報を提供します。
詳細については、「DDI バージョン間の相違点」を参照してください。
最初の 5 つのメンバ (Size、Version、Context、InterfaceReference、および InterfaceDereference) の名前と定義は、INTERFACE 構造体と同じです。残りのメンバは、ベースライン HD Audio DDI に固有で、DDI の各ルーチンへの関数ポインタを指定します。詳細については、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 DDI オブジェクトを取得する」を参照してください。
参照
TransferCodecVerbs、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、ChangeBandwidthAllocation、AllocateDmaBuffer、FreeDmaBuffer、FreeDmaEngine、SetDmaEngineState、GetWallClockRegister、GetLinkPositionRegister、RegisterEventCallback、UnregisterEventCallback、GetDeviceInformation、GetResourceInformation、AllocateDmaBufferWithNotification、FreeDmaBufferWithNotification、RegisterNotificationEvent、UnregisterNotificationEvent、HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体は、HD Audio DDI の HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL バージョンのルーチンを呼び出すため、クライアントが必要とする情報を指定します。この DDI の別のバリエーションは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体によって指定されます。
typedef struct _HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL
{
  USHORT  Size;
  USHORT  Version;
  PVOID  Context;
  PINTERFACE_REFERENCE  InterfaceReference;
  PINTERFACE_DEREFERENCE  InterfaceDereference;

PTRANSFER_CODEC_VERBS           TransferCodecVerbs;
  PALLOCATE_CAPTURE_DMA_ENGINE  AllocateCaptureDmaEngine;
  PALLOCATE_RENDER_DMA_ENGINE  AllocateRenderDmaEngine;
  PCHANGE_BANDWIDTH_ALLOCATION  ChangeBandwidthAllocation;
  PALLOCATE_CONTIGUOUS_DMA_BUFFER
                              AllocateContiguousDmaBuffer;
  PSETUP_DMA_ENGINE_WITH_BDL  SetupDmaEngineWithBdl;
  PFREE_CONTIGUOUS_DMA_BUFFER  FreeContiguousDmaBuffer;
  PFREE_DMA_ENGINE  FreeDmaEngine;
  PSET_DMA_ENGINE_STATE  SetDmaEngineState;
  PGET_WALL_CLOCK_REGISTER  GetWallClockRegister;
  PGET_LINK_POSITION_REGISTER  GetLinkPositionRegister;
  PREGISTER_EVENT_CALLBACK  RegisterEventCallback;
  PUNREGISTER_EVENT_CALLBACK  UnregisterEventCallback;
  PGET_DEVICE_INFORMATION  GetDeviceInformation;
  PGET_RESOURCE_INFORMATION  GetResourceInformation;
} HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL, *PHDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL;
メンバ
Size
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体のサイズをバイト単位で指定します。
Version
拡張 HD Audio DDI のバージョンを指定します。
Context
インターフェイス固有のコンテキスト情報へのポインタ。
InterfaceReference
インターフェイスの参照カウントを増やす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ 

InterfaceDereference
インターフェイスの参照カウントを減らす、ドライバ提供ルーチンへのポインタ
TransferCodecVerbs
TransferCodecVerbs ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateCaptureDmaEngine
AllocateCaptureDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateRenderDmaEngine
AllocateRenderDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
ChangeBandwidthAllocation
ChangeBandwidthAllocation ルーチンへの関数ポインタ。
AllocateContiguousDmaBuffer
AllocateContiguousDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
SetupDmaEngineWithBdl
SetupDmaEngineWithBdl ルーチンへの関数ポインタ。
FreeContiguousDmaBuffer
FreeContiguousDmaBuffer ルーチンへの関数ポインタ。
FreeDmaEngine
FreeDmaEngine ルーチンへの関数ポインタ。
SetDmaEngineState
SetDmaEngineState ルーチンへの関数ポインタ。
GetWallClockRegister
GetWallClockRegister ルーチンへの関数ポインタ。
GetLinkPositionRegister
GetLinkPositionRegister ルーチンへの関数ポインタ。
RegisterEventCallback
RegisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
UnregisterEventCallback
UnregisterEventCallback ルーチンへの関数ポインタ。
GetDeviceInformation
GetDeviceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
GetResourceInformation
GetResourceInformation ルーチンへの関数ポインタ。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
HD Audio DDI について HD Audio バス ドライバを照会するクライアントに対し、IRP_MN_QUERY_INTERFACE IOCTL は、この構造体を使用してインターフェイス情報を提供します。この DDI の他のバリエーションは、HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体および HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2 構造体によって指定されます。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL 構造体と HDAUDIO_BUS_INTERFACE 構造体は似ていますが、下記の点が異なっています。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL には、HDAUDIO_BUS_INTERFACE に存在しない 3 つのメンバ、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、および FreeContiguousDmaBuffer があります。
HDAUDIO_BUS_INTERFACE には、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL に存在しない 2 つのメンバ、AllocateDmaBuffer と FreeDmaBuffer があります。
詳細については、「DDI バージョン間の相違点」を参照してください。
最初の 5 つのメンバ (Size、Version、Context、InterfaceReference、および InterfaceDereference) の名前と定義は、INTERFACE 構造体と同じです。残りのメンバは、拡張 HD Audio DDI に固有で、DDI の各ルーチンへの関数ポインタを指定します。詳細については、「HDAUDIO_BUS_INTERFACE_BDL DDI オブジェクトを取得する」を参照してください。
参照
TransferCodecVerbs、AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、ChangeBandwidthAllocation、AllocateContiguousDmaBuffer、SetupDmaEngineWithBdl、FreeContiguousDmaBuffer、FreeDmaEngine、SetDmaEngineState、GetWallClockRegister、GetLinkPositionRegister、RegisterEventCallback、UnregisterEventCallback、GetResourceInformation、HDAUDIO_BUS_INTERFACE、HDAUDIO_BUS_INTERFACE_V2
HDAUDIO_CODEC_COMMAND
HDAUDIO_CODEC_COMMAND 構造体は、コーデック コマンドを指定します。
typedef struct _HDAUDIO_CODEC_COMMAND
{
  union
  {
    struct
    {
      ULONG  Data : 8;
      ULONG  VerbID : 12;
      ULONG  Node : 8;
      ULONG  CodecAddress : 4;
    } Verb8;
    struct
    {
      ULONG  Data : 16;
      ULONG  VerbID : 4;
      ULONG  Node : 8;
      ULONG  CodecAddress : 4;
    } Verb16;
    ULONG  Command;
  };
} HDAUDIO_CODEC_COMMAND, *PHDAUDIO_CODEC_COMMAND;

メンバ
Verb8.Data
8 ビット ペイロード コマンド形式に対し、8 ビットのデータ ペイロード値を指定します。
Verb8.VerbID
8 ビット ペイロード コマンド形式に対し、12 ビットの Verb 識別子を指定します。
Verb8.Node
8 ビット ペイロード コマンド形式に対し、8 ビットのノード識別子を指定します。
Verb8.CodecAddress
8 ビット ペイロード コマンド形式に対し、4 ビットのコーデック アドレスを指定します。
Verb16.Data
16 ビット ペイロード コマンド形式に対し、16 ビットのデータ ペイロード値を指定します。
Verb16.VerbID
16 ビット ペイロード コマンド形式に対し、4 ビットの Verb 識別子を指定します。
Verb16.Node
16 ビット ペイロード コマンド形式に対し、8 ビットのノード識別子を指定します。
Verb16.CodecAddress
16 ビット ペイロード コマンド形式に対し、4 ビットのコーデック アドレスを指定します。
Command
ペイロード データ、Verb 識別子、ノード識別子、およびコーデック アドレスを含む 32 ビットのコーデック コマンドを指定します。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
クライアントは、TransferCodecVerbs ルーチンを呼び出し、コマンドをコーデックに渡します。コマンドは、クライアントが呼び出しパラメータとしてこのルーチンに渡す HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体内にあります。TransferCodecVerbs を呼び出す前に、ファンクション ドライバは、HDAUDIO_CODEC_COMMAND 構造体を使用して、コーデック コマンドをエンコードできます。
個々のメンバの有効性は、送信されたコマンドの種類によって異なります。
参照
TransferCodecVerbs、HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 

HDAUDIO_CODEC_RESPONSE
HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 構造体は、コーデック コマンドへの応答、またはコーデックからの要請されていない応答を指定します。
typedef struct _HDAUDIO_CODEC_RESPONSE
{
  union
  {
    struct
    {
      union
      {
        struct
        {
          ULONG  Response : 26;
          ULONG  Tag : 6;
        } Unsolicited;
        ULONG  Response;
      };
      ULONG  SDataIn : 4;
      ULONG  IsUnsolicitedResponse : 1;
      ULONG : 25;
      ULONG  HasFifoOverrun : 1;
      ULONG  IsValid : 1;
    };
    ULONGLONG  CompleteResponse;
  };
} HDAUDIO_CODEC_RESPONSE, *PHDAUDIO_CODEC_RESPONSE;

メンバ
Unsolicited.Response
26 ビットの要請されていない応答値を指定します。
Unsolicited.Tag
要請されていない応答用の 6 ビットのタグ値を指定します。
Unsolicited
26 ビットの応答値と 6 ビットのタグ値から成る、32 ビットの要請されていない応答値を指定します。
Response
32 ビットの要請された応答値を指定します。
SDataIn
応答を生成するコーデックの 4 ビット コーデック アドレス (SDI ライン) を指定します。
IsUnsolicitedResponse
応答が要請されているかどうか指定します。1 の場合、応答は要請されていません。0 の場合、応答は要請されています (つまり、コーデック コマンドへの応答)。
HasFifoOverrun
FIFO オーバーランが RIRB で生じたかどうか指定します。1 の場合、FIFO オーバーランが生じました。0 の場合、FIFO オーバーランは生じていません。
IsValid
応答が有効かどうか指定します。1 の場合、応答は有効です。0 の場合、応答は無効です。
CompleteResponse
32 ビットの応答、4 ビットのコーデック アドレス、3 つの状態ビット、および未使用の 25 ビット (ゼロに設定) から成る、完全な 64 ビットの応答の概要を指定します。この値は通常、デバッグ メッセージで使用されます。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
TransferCodecVerbs ルーチンを呼び出した後、ファンクション ドライバは、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 構造体を使用して、コーデック コマンドへの応答をデコードできます。コマンドは、クライアントが呼び出しパラメータとしてこのルーチンに渡す HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体に含まれています。
また、RegisterEventCallback ルーチンのコールバックも、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 構造体を使用します。
この構造体の大半のメンバには、対応する RIRB エントリからバス ドライバが直接コピーする、ハードウェアが生成した値が含まれています。その 2 つの例外は、IsValid メンバと HasFifoOverrun メンバの値です。これらは、バス ドライバ ソフトウェアが構造体に書き込み、応答のエラー状態を示します。RIRB エントリ形式については、Intel High Definition Audio Specification を参照してください。
IsValid = 0 の場合、下記のいずれかが生じました。
HasFifoOverrun = 1 の場合、RIRB FIFO がオーバーフローしました。
HasFifoOverrun = 0 の場合、コーデックが応答していません。
UnsolicitedResponse メンバと HasFifoOverrun メンバ間の名前のない 25 ビットのフィールドは、将来の拡張用に予約されています。HD Audio バス コントローラは現在、このフィールドにゼロを書き込みます。
参照
TransferCodecVerbs、HDAUDIO_CODEC_TRANSFER、RegisterEventCallback 
HDAUDIO_CODEC_TRANSFER
HDAUDIO_CODEC_TRANSFER 構造体は、コーデック コマンド、およびそのコマンドへの応答を指定します。
typedef struct _HDAUDIO_CODEC_TRANSFER
{
  HDAUDIO_CODEC_COMMAND  Output;
  HDAUDIO_CODEC_RESPONSE  Input;
} HDAUDIO_CODEC_TRANSFER, *PHDAUDIO_CODEC_TRANSFER;

メンバ
Output
HD Audio コントローラに接続されているコーデックに、HD Audio バス ドライバが出力するコーデック コマンドを指定します。このメンバは、HDAUDIO_CODEC_COMMAND 型の構造体です。TransferCodecVerbs ルーチンを呼び出す前に、呼び出し元は、コーデック コマンドをこのメンバに書き込みます。
Input
コーデック コマンドへの応答を指定します。このメンバは、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE 型の構造体です。HD Audio バス ドライバは、Output メンバに含まれているコーデック コマンドへの応答を取得し、応答を Input メンバに書き込みます。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
この構造体は、TransferCodecVerbs ルーチンによって使用されます。
エントリ時、Output メンバには、呼び出し元からのコーデック コマンドが含まれています。
戻るとき、Input メンバには、コーデック コマンドへの応答が含まれています。
参照
HDAUDIO_CODEC_COMMAND、HDAUDIO_CODEC_RESPONSE、TransferCodecVerbs 

HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT
Intel High Definition Audio Specification で定義されているように、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 構造体は、入力または出力コンバータに対し、16 ビット エンコードのストリーム形式を指定します。
typedef struct _HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT
{
  union
  {
    struct
    {
      USHORT  NumberOfChannels : 4;
      USHORT  BitsPerSample : 3;
      USHORT : 1;
      USHORT  SampleRate : 7;
      USHORT  StreamType : 1;
    };
    USHORT  ConverterFormat;
  };
} HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT, *PHDAUDIO_CONVERTER_FORMAT;

メンバ
NumberOfChannels
ストリームのデータ形式内のチャンネル数を指定します。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
BitsPerSample
サンプルごとのビット数を指定します。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
SampleRate
ストリームのサンプル レートを指定します。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
StreamType
ストリームの種類を指定します。StreamType=0 の場合、ストリームは PCM データを含んでいます。StreamType=1 の場合、ストリームは PCM 以外のデータを含んでいます。
ConverterFormat
エンコードされた 16 ビット値として、ストリームのデータ形式を指定します。詳細については、下記の「コメント」セクションを参照してください。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
構造体定義内の個々のビット フィールドのエンコードについては、Intel High Definition Audio Specification のストリーム記述子の説明を参照してください。
HD Audio バス ドライバは、構造体定義内の名前のない 2 つのビット フィールドを、ゼロに設定します。
AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、および ChangeBandwidthAllocation ルーチンは、入力パラメータとして HDAUDIO_STREAM_FORMAT 構造体をとり、対応する HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 構造体を出力します。呼び出し元は、出力値を使用して、入力または出力コンバータをプログラムできます。
有効な HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT エンコードはそれぞれ、パラメータの有効なセットを含んでいる HDAUDIO_STREAM_FORMAT 構造体に、1 対 1 対応となっています。
参照
AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、ChangeBandwidthAllocation、HDAUDIO_STREAM_FORMAT 

HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION
HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION 構造体は、HD Audio バス コントローラのハードウェア機能を指定します。
typedef struct _HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION
{
  USHORT  Size;
  USHORT  DeviceVersion;
  USHORT  DriverVersion;
  USHORT  CodecsDetected;
  BOOLEAN  IsStripingSupported;
} HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION, *PHDAUDIO_DEVICE_INFORMATION;

メンバ
Size
HDAUDIO_DEVICE_INFORMATION 構造体のサイズをバイト単位で指定します。
DeviceVersion
HD Audio コントローラのデバイス バージョンを指定します。
DriverVersion
HD Audio バス ドライバ バージョンを指定します。
CodecsDetected
HD Audio コントローラが HD Audio Link で検出するコーデックの数を指定します。
IsStripingSupported
HD Audio コントローラがストライプをサポートするかどうか指定します。TRUE の場合、ストライプをサポートします (少なくとも 2 つの SDO ラインにより)。FALSE の場合、ストライプをサポートしません。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
GetDeviceInformation ルーチンは、この構造体を使用して、HD Audio コントローラのデバイス固有の機能に関する情報を、クライアントに提供します。
参照
GetDeviceInformation 



HDAUDIO_STREAM_FORMAT
HDAUDIO_STREAM_FORMAT 構造体は、キャプチャまたはレンダ ストリームのデータ形式を記述します。
typedef struct _HDAUDIO_STREAM_FORMAT
{
  ULONG  SampleRate;
  USHORT  ValidBitsPerSample;
  USHORT  ContainerSize;
  USHORT  NumberOfChannels;
} HDAUDIO_STREAM_FORMAT, *PHDAUDIO_STREAM_FORMAT;

メンバ
SampleRate
毎秒何回サンプリングするかを示す、サンプル レートを指定します。このメンバは、各チャンネルを再生または録音するレートを示します。
ValidBitsPerSample
サンプルごとの有効ビット数を指定します。有効なビットは、コンテナ内で左に揃えられています。有効なビットの右側にあるすべての未使用ビットは、ゼロに設定する必要があります。
ContainerSize
サンプル コンテナのサイズをビット単位で指定します。このメンバの有効な値は、8、16、24、および 32 です。
NumberOfChannels
オーディオ データのチャンネル数を指定します。モノラル オーディオの場合、このメンバを 1 に設定します。ステレオの場合、このメンバを 2 に設定します。
ヘッダー
hdaudio.h で宣言されています。hdaudio.h をインクルードしてください。
コメント
AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、および ChangeBandwidthAllocation ルーチンは、入力パラメータとして HDAUDIO_STREAM_FORMAT 構造体をとり、対応する HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 構造体を出力します。有効な HDAUDIO_STREAM_FORMAT 値内の情報は、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 値としてエンコードできます。
この構造体は、WAVEFORMATEXTENSIBLE 構造体に似ています。ただし、WAVEFORMATEXTENSIBLE 内にあるが、HD Audio コントローラに接続されているコーデックの管理作業に関連していない特定のパラメータが省略されています。WAVEFORMATEXTENSIBLE の詳細については、Windows DDK ドキュメントを参照してください。
参照
AllocateCaptureDmaEngine、AllocateRenderDmaEngine、ChangeBandwidthAllocation、HDAUDIO_CONVERTER_FORMAT 
リソース
A Wave Port Driver for Real-Time Audio Streaming 

http://www.microsoft.com/whdc/device/audio/wavertport.mspx
Intel High Definition Audio Specification

http://www.intel.com/standards/hdaudio/
Windows Hardware Developer Central – WHDC Web サイト
http://www.microsoft.com/whdc/ 

Microsoft Windows Driver Kit (WDK) 

http://www.microsoft.com/whdc/DevTools/WDK/aboutWDK.mspx
Microsoft Universal Audio Architecture (UAA) — 概要とホワイト ペーパー
http://www.microsoft.com/whdc/device/audio/
Microsoft Windows ロゴ プログラムシステムとデバイスの要件 

http://www.microsoft.com/whdc/winlogo/
Microsoft HD Audio IHV-Enabling Kit

uaa@microsoft.com 宛に電子メール (英語) をお送りください。
© 2005-2006, Microsoft Corporation. All rights reserved.

[image: image2.png]